
ナ

シ

（納
西
）
族
の
東
巴
教
開
祀
に
關
す
る
祠
話
の
一
考
察

村
　
井
　
信
　
幸

序第
一
章
　
丁
H
）
＋
x
－
e
e
．
　
（
D
t
o
－
m
b
a
　
S
h
i
－
l
o
）
に
關
す
る
＃
話

　
1
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
祠
々
、
精
霞
、
鬼
露
の
出
現
ま
で

　
2
丁
巴
什
羅
の
誕
生
か
ら
ラ
マ
僧
と
の
争
い
ま
で

　
3
可
庶
璃
（
女
魔
鬼
）
の
横
行
と
彼
女
の
殺
害

　
4
丁
巴
什
羅
の
死
と
三
人
の
弟
子

第

二
章
　
ナ
シ
族
の
祠
話
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響

第
三
章
　
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
儀
禮

結
　
語
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序

　
周
知
の
如
く
、
西
南
中
國
に
は
数
多
く
の
少
敷
民
族
が
居
住
し
、
漢
民
族
と
接
鰯
し
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
冠
會
文
化
を
保
持
し
績

け
て
き
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
ナ
シ
（
納
西
）
族
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
語
族
に
属
す
る
西
南
中
國
少
敷
民
族
の
一
つ

で

あ
る
。
そ
の
主
要
居
住
地
域
は
中
國
雲
南
省
麗
江
納
西
族
自
治
縣
（
現
玉
龍
納
西
族
自
治
縣
）
を
中
心
と
し
て
、
中
旬
縣
（
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
、
香
格
里
拉
）
縣
、
維
西
傑
傑
族
自
治
縣
、
寧
痕
舞
族
自
治
縣
及
び
四
川
省
境
域
一
帯
で
あ
る
。
人
口
線
藪
は
約
三
十
萬
人
で
あ
り
、
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　

住
地
の

中
心
で
あ
る
麗
江
納
西
族
自
治
縣
に
約
十
七
萬
人
が
居
佳
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　

こ
の
民
族
は
か
つ
て
は
高
地
農
牧
民
で
あ
り
、
農
耕
と
牧
畜
を
あ
わ
せ
て
螢
ん
で
き
た
が
現
在
は
農
耕
が
主
で
あ
る
。

　
そ

の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
後
漢
時
代
の
西
差
の
一
支
で
あ
る
葎
牛
莞
の
綜
統
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
言
語
學
的
に
は
白
狼
差
と
密
接
な
關

係
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
漢
籍
史
料
に
は
「
磨
些
」
「
磨
些
」
等
の
名
稻
で
現
れ
、
近
年
で
も
「
モ
ソ
」
　
“
M
o
－
s
o
”
等
の
名
稻
が
用
い
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
そ
の
自
稻
に
基
づ
い
て
「
ナ
シ
」
（
納
西
）
族
と
稻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
宗
教
は
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
（
ラ
マ
教
）
、
佛
教
、
道
教
等
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
多
く
の
ナ
シ
族
が
そ
の
古
來
の
宗
教
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

東
巴
（
ト
ン
バ
）
教
を
信
仰
し
て
い
る
。

　
彼
ら
の
大
き
な
文
化
的
特
徴
は
、
固
有
の
ナ
シ
文
字
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
ナ
シ
文
字
に
は
、
「
象
形
文
字
」
と
「
音
標
文
字
」
の
二
種

類
が
あ
る
。
巫
師
で
あ
る
東
巴
は
こ
れ
ら
の
ナ
シ
文
字
で
記
さ
れ
た
「
東
巴
経
」
を
儀
禮
を
行
う
際
に
朗
諦
す
る
。
「
東
巴
経
」
に
記
さ
れ

た
内
容
は
主
に
神
話
で
あ
り
、
洪
水
神
話
、
龍
神
話
、
情
死
者
の
神
話
等
多
種
が
あ
る
。
特
に
洪
水
祠
話
に
つ
い
て
は
同
じ
く
チ
ベ
ッ
ト
・

ビ

ル

マ

語
族
に

属
す

る
イ
族
、
リ
ス
族
、
ハ
ニ
族
等
に
は
「
兄
妹
婚
型
」
の
も
の
が
廣
く
傳
承
さ
れ
て
い
る
が
、
ナ
シ
族
の
聞
に
は
そ
れ
ほ
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ご
ご

ど
色
濃
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
祠
話
に
關
す
る
資
料
は
民
國
時
代
か
ら
中
國
人
研
究
者
、
歓
米
人
研
究
者
に
よ
っ
て
牧
集
さ
れ
た
。
新
中
國
成
立
後
も
東
巴
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

活
登
に

牧
集
整
理
さ
れ
、
膨
大
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
ナ
シ
族
固
有
の
文
化
の
性
格
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
神
話
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。
ナ
シ
族
碑
話
の
宗
教
、
信
仰
の

中
で
の
役
割
と
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
族
古
來
の
宗
教
で
あ
る
東
巴
教
の
開
祀
に
關
す
る
＃
話
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

第
一
章
　
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
紳
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
こ

　
ナ
シ
族
の
東
巴
教
の
開
祀
は
、
丁
巴
什
羅
（
東
巴
神
羅
・
多
巴
神
羅
）
O
汁
9
日
ぴ
p
m
巨
巳
o
と
稻
さ
れ
る
。
東
巴
教
は
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の

宗
教
で
あ
る
ボ
ン
教
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
宗
教
で
あ
り
、
巫
師
「
東
巴
」
O
庁
9
日
古
p
の
名
稻
は
こ
こ
に
由
來
す
る
。
ナ
シ
族
の

神
話
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
集
團
の
中
で
も
特
に
濃
厚
な
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

　
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
＃
話
は
、
民
國
時
代
に
J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
氏
、
李
霧
燦
氏
等
に
よ
っ
て
翻
諜
、
整
理
さ
れ
、
膨
大
な
研
究
が
登
表
さ
れ

て
い

る
。
新
中
國
成
立
以
後
も
活
登
な
牧
集
、
整
理
が
行
わ
れ
、
『
納
西
族
東
巴
古
籍
謹
注
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
方
國
楡
、
和
志
武
、
和

力
民
、
楊
幅
泉
、
文
阿
干
、
白
庚
勝
、
趙
心
愚
等
諸
氏
の
緻
密
で
活
登
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
基
い
て
、
本
章
で
は

丁

巴
什
羅
の
祠
話
を
紹
介
す
る
が
、
内
容
が
非
常
に
長
い
の
で
、
ま
ず
項
目
ご
と
に
分
け
て
、
そ
の
梗
概
を
示
し
、
内
容
ご
と
に
分
析
し
て

考
察
し
た
い
。

　
こ
の
祠
話
は
、
ま
ず
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
、
＃
々
、
精
雷
巫
、
鬼
霊
が
出
現
す
る
物
語
か
ら
始
ま
る
。
前
記
し
た
如
く
、
そ
の
内
容
は
非
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ロ
　

常
に
長
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
物
語
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
1
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
祠
々
・
精
霞
・
鬼
璽
の
出
現
ま
で
。
2
丁
巴
什
羅
の
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
か

ら
ラ
マ
僧
と
の
孚
い
ま
で
。
3
可
庶
焉
（
女
魔
鬼
）
の
横
行
と
殺
害
。
4
丁
巴
什
羅
の
死
と
三
人
の
弟
子
。
の
四
つ
の
部
分
に
分
け
て

考
察
し
た
い
。

1
’
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
神
々
、
精
需
巫
、
鬼
露
の
出
現
ま
で

　
昔
、
天
と
地
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
太
陽
、
月
、
星
、
惑
星
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
山
、
小
川
、
岩
、
木
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

上
方
か
ら
「
聲
」
が
、
下
方
か
ら
「
氣
」
が
誕
生
し
た
。
聲
と
氣
は
交
わ
り
輝
く
魂
が
出
現
し
た
、
そ
れ
は
美
し
い
聲
を
出
す
も
の
に
愛
わ
っ

た
。
こ
の
も
の
か
ら
白
a
j
n
－
K
i
t
　
（
H
a
－
d
d
u
－
○
－
P
’
e
r
）
が
出
現
し
た
。
白
骨
大
祠
は
宜
孤
烏
葛
（
○
－
σ
q
片
o
卑
≦
－
σ
q
k
o
）
が
出
現
す
る
よ
う
に

し
た
。
宜
孤
烏
葛
か
ら
薩
莉
g
t
h
P
S
I
　
（
S
s
a
w
－
y
i
　
w
U
a
－
d
e
）
が
出
現
し
た
。
こ
の
祠
か
ら
其
莉
敦
孜
（
ζ
畠
〒
巳
己
口
合
占
口
巳
人
類
の
父
）

が

出
現
し
た
。
其
莉
敦
孜
は
愛
化
し
て
白
い
天
、
地
、
太
陽
、
月
、
星
、
山
、
谷
、
崖
、
湖
が
出
現
し
た
。
其
莉
敦
孜
は
白
い
湖
邊
を
歩
い

て

い

て
、
伴
侶
を
得
て
、
共
に
話
し
を
し
て
、
食
料
を
作
り
、
高
山
で
遊
牧
を
し
、
牧
羊
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
彼
の
口
か
ら
白
い
唾
が
流

れ
、
白
い
涙
も
流
れ
た
。
彼
は
そ
れ
ら
を
集
め
て
湖
に
投
げ
込
ん
だ
。
三
日
後
に
水
女
が
出
現
し
た
。
名
を
つ
け
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、

彼
は
初
卓
替
母
と
名
づ
け
た
。
彼
ら
は
結
婚
し
て
、
九
人
の
息
子
を
育
て
て
九
つ
の
村
を
作
り
、
七
人
の
娘
を
育
て
て
、
七
つ
の
地
を
作
っ

た
。
子
供
達
は
成
人
し
て
去
っ
て
い
っ
た
。
其
莉
敦
牧
の
口
の
唾
は
白
い
湖
と
な
っ
た
。
白
い
湖
か
ら
は
、
五
個
の
白
い
卵
が
生
ま
れ
た
。

一
個
か
ら
は
宜
士
保
拙
（
日
あ
巨
○
ム
N
o
其
莉
敦
孜
の
た
め
の
東
巴
）
が
出
現
し
た
。
次
の
一
個
か
ら
は
阻
柏
恩
吟
（
巫
者
（
端
公
）
、
占

ト
を
行
う
）
が
出
現
し
た
。
次
の
一
個
か
ら
は
、
彼
の
白
山
羊
、
白
い
綿
羊
が
出
現
し
た
。
卵
殼
、
卵
水
は
愛
化
し
て
白
い
天
、
地
、
星
と

な
っ
た
。
そ
し
て
線
卵
、
黄
卵
、
花
卵
が
出
現
し
た
。
緑
卵
か
ら
は
海
冥
蹟
達
（
肺
樹
）
が
出
現
し
た
。
花
卵
か
ら
は
居
那
世
羅
山
（
亘
那

茄
羅
、
　
N
g
y
u
－
n
a
　
s
h
i
－
l
o
，
カ
イ
ラ
ス
山
）
が
出
現
し
た
。
黄
色
い
卵
か
ら
は
、
則
則
海
盧
（
大
祠
龍
）
が
出
現
し
た
。
最
後
に
出
現
し
た

卵
水
は
愛
化
し
て
、
其
莉
大
蟄
（
祠
r
s
、
　
M
a
n
a
s
a
r
o
w
a
r
）
が
出
現
し
た
。
居
那
世
羅
神
山
の
頂
上
に
は
薩
莉
章
徳
大
祠
が
鎭
座
し
た
。
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薩
莉
章
徳
大
祠
、
其
莉
敦
孜
、
東
巴
の
宜
士
保
拙
は
ど
の
よ
う
に
し
て
天
地
開
關
す
る
か
に
つ
い
て
相
談
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

　
丁
巴

什

羅
の
神
話
の
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
天
地
混
沌
の
状
態
か
ら
＃
々
が
出
現
す
る
が
、
人
類
の
父
と
さ
れ
る
其
莉
敦

孜

は
「
白
」
に
非
常
に
密
接
な
關
係
が
あ
る
。
彼
の
敵
で
あ
る
鬼
雷
巫
の
其
莉
術
王
は
黒
と
密
接
な
關
係
が
あ
り
、
こ
の
鬼
璽
か
ら
す
べ
て
の

黒
い

鬼
雷
巫
が
出
現
す
る
。
ナ
シ
族
に
お
い
て
は
神
々
、
精
需
巫
は
白
で
表
現
さ
れ
、
鬼
璽
は
黒
で
表
現
さ
れ
る
。
所
謂
「
筒
白
」
「
忌
黒
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

概
念
は

ナ
シ
族
の
冠
會
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
も
廣
範
團
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
耐
話
中
に
現
れ
る
「
居
那
世
羅

神
山
」
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
カ
イ
ラ
ス
山
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
山
に
よ
っ
て
天
・
地
は
支
え
ら
れ
、
神
話
の
主
人
公
で
あ
る

丁

巴
什
羅
は
、
こ
の
山
に
佳
ん
で
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
ボ
ン
教
の
開
租
で
あ
る
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ
ボ
は
こ
の
山
か
ら
生
ま
れ
た
と

、
（
4
＿
）
°

し
・
つ

　

ま
た
こ
の
神
話
で
は
、
卵
か
ら
祠
々
、
東
巴
、
巫
師
・
祠
山
・
R
湖
・
神
樹
が
出
現
す
る
が
、
ナ
シ
族
の
創
世
肺
話
「
人
類
遷
徒
記
」
に

お

い

て

は
、
白
い
鶏
の
卵
か
ら
祠
々
、
精
霊
が
出
現
し
、
黒
い
鶏
の
黒
い
卵
か
ら
鬼
需
巫
が
出
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ナ
シ
族
の
創
世
祠
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

は

「
卵
生
祠
話
」
の
要
素
が
顯
著
に
見
ら
れ
、
「
卵
生
祠
話
」
は
チ
ベ
ッ
ト
に
も
藪
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
筒
白
」
「
忌
黒
」
の
概

念
、
「
卵
生
神
話
」
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
後
述
し
た
い
。

2
．
丁
巴
什
羅
の
誕
生
か
ら
ラ
マ
僧
と
の
争
い
ま
で

　
績
い
て
丁
巴
什
羅
の
誕
生
の
物
語
が
始
ま
る
。
黄
金
の
雄
鶏
が
天
に
向
っ
て
鳴
き
、
某
莉
呵
g
e
m
、
　
M
u
a
n
－
1
1
U
－
y
u
－
y
u
初
代
祖
母
）
が
出

現

し
た
。
績
い
て
莉
尼
突
突
、
目
守
盲
呂
み
亡
二
代
目
祀
母
）
が
出
現
し
た
。
さ
ら
に
突
突
尼
章
、
T
a
－
t
Q
　
N
y
i
－
w
u
a
，
三
代
目
祀
母
）
、

尼
章
薩
薩

Z
甘
－
乞
已
p
む
Q
s
a
w
－
s
s
a
w
四
代
目
祀
母
）
、
薩
薩
薩
”
H
　
（
S
s
a
w
－
s
s
a
w
　
s
s
a
w
－
l
a
，
五
代
目
祀
母
）
薩
a
4
S
L
［
N
｛
S
（
　
（
S
s
a
w
－
l
a
　
N
g
y
u
－

d
z
u
六
代
目
祀
母
）
薩
仁
勢
則
就
山
z
a
　
（
S
s
a
w
－
z
a
w
－
1
6
r
－
d
z
i
　
g
y
i
－
m
u
n
七
代
目
祀
母
、
丁
巴
什
羅
の
母
）
が
出
現
し
た
。

　
“
M
r
w
i
l
K
－
、
　
（
G
y
i
－
s
s
o
－
c
h
’
u
n
g
－
m
b
u
初
代
祀
父
）
が
出
現
し
た
。
績
い
て
出
不
轟
日
、
　
（
C
h
U
n
g
－
m
b
u
　
D
t
o
－
d
z
h
i
，
1
1
代
目
祀
父
）
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が
出
現
し
た
。
さ
ら
に
轟
日
多
巴
、
（
D
t
o
－
d
z
h
i
　
S
s
e
－
d
t
o
，
三
代
目
組
父
）
、
　
w
t
H
．
］
U
；
m
s
、
　
（
S
s
e
－
d
t
o
　
B
a
－
n
a
，
四
代
目
祀
父
）
、
伯
那
阿
章

（
B
a
－
n
a
　
A
－
w
u
a
五
代
目
祀
父
）
、
咽
章
莉
舎
（
声
－
≦
已
p
巳
守
合
六
代
目
祀
父
）
、
拮
拉
駿
I
M
g
e
w
　
（
G
y
u
－
l
a
－
b
p
a
－
g
o
－
d
t
i
七
代
目
祀
父
）

拉
歩
突
葛
（
○
覧
－
ぴ
ぴ
c
弓
⇔
－
σ
Q
o
八
代
目
租
父
）
苗
歩
突
葛
（
ピ
p
－
σ
ぴ
已
弓
ご
－
σ
q
豆
九
代
目
祀
父
、
丁
巴
什
羅
の
父
）
が
出
現
し
た
。

　
薔
歩
突
葛

と
薩
仁
螢
則
蟄
母
は
、
結
婚
し
、
九
ヶ
月
十
三
日
た
っ
て
丁
巴
什
羅
は
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
丁
巴
什
羅
は
母
に
言
っ
た
。

F私
は
ど
こ
か
ら
出
れ
ば
い
い
の
か
O
」
　
（
彼
は
ま
だ
母
の
胎
内
に
い
る
）
母
は
「
す
べ
て
の
者
が
出
て
行
く
道
（
産
道
）
か
ら
出
れ
ば
い
い
」

と
答
え
た
。
し
か
し
、
彼
は
拒
否
し
た
。
「
こ
の
道
は
木
浄
で
私
は
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
三
日
後
の
朝
に
彼
は
い
っ
た
。
「
私
は
あ
な

た
の
左
脇
か
ら
生
ま
れ
よ
う
。
」

　
三

日
後
の
朝
に
彼
が
誕
生
し
た
こ
と
が
廣
ま
っ
た
。
毒
鬼
、
則
鬼
、
次
鬼
、
轟
鬼
等
の
鬼
璽
が
か
っ
て
き
て
母
に
い
っ
た
。
「
尋
常
で
な

い

子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
我
々
に
見
せ
て
く
れ
。
」
母
は
「
母
虎
は
息
子
を
育
て
て
守
る
べ
き
だ
。
見
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」
と
い
っ

た
。
そ
こ
で
丁
巴
什
羅
は
い
っ
た
。
「
秀
で
た
子
は
鬼
露
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
見
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
」
母
は
彼
を
鬼
露
に
見
せ
た
。

鬼
露
は
彼
を
見
て
驚
い
て
E
び
涙
を
流
し
た
。
鬼
霞
は
丁
巴
什
羅
を
鍋
に
投
げ
込
ん
で
煮
よ
う
と
し
た
。
三
日
三
晩
の
後
、
彼
は
大
銅
鍋
か

ら
と
び
出
し
、
神
山
に
逃
れ
、
そ
し
て
十
八
層
の
天
に
佳
ん
だ
。
鬼
璽
は
恐
れ
て
地
上
に
彼
ら
の
い
る
場
所
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ

で
丁
巴
什
羅
は
天
上
の
祠
々
か
ら
鬼
璽
を
鎭
塵
す
る
力
、
死
者
の
魂
を
祀
先
の
地
に
迭
る
力
を
與
え
ら
れ
た
。

　
天
上
で
丁
巴
什
羅
は
、
錦
の
テ
ン
ト
に
住
み
、
東
巴
経
を
唱
え
、
窺
経
を
し
た
。
こ
の
時
三
人
の
ラ
マ
僧
も
経
を
唱
え
、
寓
纏
を
し
て
い

た
。
ラ
マ
た
ち
は
、
朝
食
を
と
り
、
バ
タ
ー
茶
を
飲
む
時
に
丁
巴
什
羅
を
招
待
し
な
か
っ
た
。
彼
は
怒
っ
て
ラ
マ
に
復
讐
し
よ
う
と
思
い
、

呪
文

を
唱
え
た
。
す
る
と
左
か
ら
白
風
が
右
か
ら
黒
風
が
起
こ
り
、
ラ
マ
の
経
典
を
四
方
に
吹
き
飛
ば
し
て
、
ペ
ー
ジ
の
最
初
と
最
後
が
わ

か

ら
な
く
な
っ
た
。
ラ
マ
は
非
常
に
困
っ
た
。
丁
巴
什
羅
が
結
局
経
典
を
一
頁
も
誤
り
な
く
整
理
し
た
。
ラ
マ
は
彼
の
神
通
力
に
敬
伏
し
、

そ
の
衣
服
の
袖
を
切
り
取
り
、
ズ
ボ
ン
を
脱
い
で
丁
巴
什
羅
に
献
上
し
た
。
東
巴
が
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
ラ
マ
僧
は
ズ
ボ
ン
を
は
か
ず
、
そ
の
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め
　

衣
服
に

も
袖
が
な
く
な
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
に
由
來
す
る
。

　
こ
の
祠
話
で
は
、
丁
巴
什
羅
の
誕
生
以
前
に
そ
の
父
親
の
九
代
の
系
譜
と
母
親
の
七
代
の
系
譜
が
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
名
稻
に
チ
ベ
ッ
ト
・

ビ

ル

マ

語
族
に

敷
多
く
見
ら
れ
る
父
子
（
母
娘
）
連
名
制
が
見
ら
れ
る
。
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
祠
話
に
現
れ
る
＃
々
、
精
雷
巫
、
鬼
霰
は
、
ナ

シ

族
の
他
の
神
話
に
現
れ
る
も
の
と
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
「
父
方
の
租
先
」
「
母
方
の
租
先
の
系
譜
」
は
、
他
の
祠
々
の
系
譜
と

異

な
る
。
祠
話
「
人
類
遷
從
記
」
に
現
れ
る
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
で
あ
る
「
崇
忍
麗
恩
」
（
草
羨
里
爲
爲
、
T
s
’
o
－
z
a
－
1
1
U
－
g
h
u
g
h
）

の

誕
生

ま
で
の
人
類
の
祀
先
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
丁
巴
什
羅
の
神
話
は
ナ
シ
族
の
祠
話
の
中
で
特
別
な
位
置
に
あ
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
丁
巴
什
羅
が
誕
生
の
時
、
人
聞
の
1
般
的
な
産
道
を
通
ら
ず
に
母
親
の
左
脇
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ャ
カ
の
例
と
比
較

し
て
も
重
要
で
あ
り
、
佛
教
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
誕
生
後
彼
は
十
八
層
の
天
に
昇
り
、
神
々
か
ら
巫
師
（
t
X
r
　
ヤ
－
－
’
マ
ン
）
と
し
て
最
も

重
要
な
能
力
で
あ
る
鬼
霞
を
鎭
塵
で
き
る
力
、
死
者
の
露
を
組
先
の
地
に
迭
る
力
を
與
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
東
巴
教
の
成
立
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。

　
次
に
丁
巴
什
羅
と
ラ
マ
僧
の
争
い
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
如
く
、
東
巴
教
は
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
ボ
ン
教
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い

る
。
ナ
シ
族
は
現
在
東
巴
教
と
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
を
同
時
に
信
仰
し
て
い
る
。
丁
巴
什
羅
と
ラ
マ
僧
の
事
い
は
、
ボ
ン
教
の
影
響
を
受
け
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

巴

教

と
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
複
雑
な
情
況
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
第
二
章
で
詳
述
す
る
。

3
．
可
庶
焉
（
女
魔
鬼
）
の
横
行
と
彼
女
の
殺
害

　
人
類
の
住
む
地
上
で
は
、
可
庶
焉
（
司
泊
佐
可
庶
璃
、
李
森
燦
氏
は
「
可
庶
璃
」
と
略
稻
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
李
氏
の
表
記
で
論
述
し

た
い
。
）
と
い
う
女
魔
鬼
が
出
示
り
を
な
し
、
三
百
六
十
の
鬼
露
を
率
い
て
人
聞
を
殺
し
、
野
性
の
動
物
、
家
畜
に
も
安
住
の
場
所
は
な
か
っ

た
。
人
類
は
相
談
し
て
、
自
分
達
を
救
え
る
の
は
丁
巴
什
羅
し
か
い
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
韓
英
精
褒
a
s
　
（
H
a
－
y
i
－
d
z
i
－
b
u
a
－
p
’
e
r
）
と
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ハ
の
　

い

う
白
蠕
幅
を
派
遣
し
た
。
白
幅
輻
は
大
鳥
に
乗
っ
て
十
八
層
の
天
へ
向
か
っ
た
。
彼
は
丁
巴
什
羅
と
封
面
し
、
女
魔
鬼
の
地
上
で
の
横
行
、

人
聞
へ
の
罪
行
を
訴
え
て
、
彼
女
を
滅
ぼ
し
て
人
類
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
っ
た
。

　
丁
巴
什
羅
は
そ
の
願
い
を
聞
き
、
天
祠
達
と
相
談
し
て
地
上
に
降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
祠
達
は
什
羅
に
法
實
、
九
十
九
部
の
経
典
、

白
鐵
の
祠
冠
、
黄
金
の
板
鈴
、
頂
扇
、
眞
白
な
法
螺
貝
、
ト
ル
コ
石
の
法
鼓
、
紳
弓
、
實
刀
等
の
東
巴
教
の
呪
具
、
そ
し
て
錦
の
テ
ン
ト
を

迭
っ
た
。
丁
巴
什
羅
は
白
色
の
神
馬
に
跨
り
、
天
上
の
ヤ
ク
、
編
牛
に
経
を
背
負
わ
せ
、
黄
象
、
白
象
に
呪
具
を
背
負
わ
せ
、
敷
々
の
守
護

需巫

に

付

き
添
わ
れ
、
弟
子
の
東
巴
三
百
六
十
人
、
兵
士
、
將
官
千
萬
人
を
率
い
て
、
右
手
で
黄
金
の
板
鈴
を
ゆ
ら
し
、
左
手
で
法
鼓
を
た
た

き
な
が
ら
地
上
に
降
り
て
い
っ
た
。

　
彼
は
天
か
ら
太
陽
、
月
、
星
、
雲
、
虹
を
通
り
、
毒
鬼
、
灰
鬼
、
署
鬼
、
尼
鬼
、
敦
鬼
、
臭
鬼
、
楚
鬼
、
呆
鬼
等
の
鬼
璽
を
東
巴
の
助
け

を
借
り
て
鎭
塵
し
た
。
彼
は
人
類
の
佳
む
地
上
に
到
達
し
た
。
女
魔
鬼
可
庶
焉
は
鐵
鍋
、
銅
鍋
、
九
本
の
鋭
利
な
刀
、
九
本
の
縄
、
ト
ゲ
等

を
持
っ
て
彼
を
待
っ
て
い
た
。
可
庶
焉
は
「
お
前
は
こ
の
不
浄
な
地
に
何
を
し
に
來
た
の
か
」
と
い
っ
た
。
什
羅
は
お
び
え
て
答
え
た
。

F私
は

天
上
に

九
十
九
人
の

妻
が
い

る
。
百
人
に
あ
と
一
人
足
り
な
い
。
こ
の
大
地
上
に
素
晴
ら
し
い
女
が
い
る
と
聞
い
た
。
私
は
あ
な
た

を
妻
る
た
め
に
來
た
。
」
可
庶
焉
は
も
し
あ
な
た
が
本
當
に
私
を
婆
る
な
ら
ば
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
要
求
し
た
。
彼
は
誓
約
し
た
。

彼
女
は
鐵
鍋
、
銅
鍋
、
縄
、
刀
、
ト
ゲ
等
を
天
地
の
聞
に
捨
て
た
。
丁
巴
什
羅
と
可
庶
焉
は
結
婚
し
た
。
可
庶
璃
は
人
に
崇
り
を
起
こ
す
も

の

で

あ
り
、
丁
巴
什
羅
は
人
に
祭
祀
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
文
盤
若
金
（
男
）
開
美
命
金
（
女
）
が
病
氣
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
丁
巴
什
羅
を
招
い
て
お
祓
い
を
願
っ
た
。
可
庶
焉
は
い
っ
た
。
「
お
祓

い

を
し
て
か
ら
、
そ
の
家
の
主
人
か
ら
謝
禮
を
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
災
い
は
私
に
ふ
り
か
か
る
。
」
彼
は
文
盤
若
金
と
開
美
命

金
の

家
に

行
っ
た
。
お
祓
い
が
終
っ
て
か
ら
、
彼
は
謝
禮
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
文
般
皿
若
金
は
謝
霞
を
受
け
取
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
、
鬼
露

を
消
滅
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
彼
は
こ
っ
そ
り
と
鴨
（
鳩
）
の
卵
ほ
ど
の
ト
ル
コ
石
を
丁
巴
什
羅
の
白
馬
の
髪
に
つ
け
た
。
丁
巴
什
羅
は
白

（148）



馬
に

ま
た
が
っ
て
家
に
錦
っ
た
。
可
庶
璃
は
重
病
に
か
か
っ
て
い
た
。
彼
女
は
「
あ
な
た
が
約
束
を
破
っ
て
謝
需
巫
を
受
け
取
っ
た
か
ら
私
に

災
が
ふ

り
か
か
っ
た
。
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
自
分
の
馬
の
髪
を
見
る
が
い
い
。
」
と
い
っ
た
。
丁
巴
什
羅
は
馬
の
髪
に
ト

ル
コ

石
が

つ

け
て
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
彼
は
い
っ
た
。
「
養
っ
た
家
畜
は
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
種
ま
き
し
た
作
物
は
刈
り
取
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
」
丁
巴
什
羅
は
三
百
六
十
人
の
弟
子
を
呼
ん
で
可
庶
璃
を
殺
し
、
彼
女
の
鐵
鍋
、
銅
鍋
刀
、
縄
等
を
焼
き
捨
て
た
。
可
庶
薦
は
死

ぬ

前
に
丁
巴
什
羅
に
封
す
る
数
々
の
呪
い
の
言
葉
を
残
し
た
。
丁
巴
什
羅
は
そ
れ
か
ら
三
百
六
十
の
鬼
需
巫
を
鎭
塵
し
た
が
、
小
鬼
の
み
は
殺

さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
鬼
雷
巫
は
再
び
繁
榮
し
た
。

　
丁
巴
什
羅
は
鬼
露
を
鎭
厭
圭
し
て
か
ら
、
居
那
世
羅
神
山
の
山
麓
で
一
二
羽
の
白
雁
（
維
）
に
出
會
っ
た
。
三
初
の
維
は
彼
に
い
っ
た
。
「
お

前
は

人
の
背
後
の
鬼
雷
巫
は
見
え
る
が
、
自
分
の
背
後
の
鬼
霞
は
見
え
な
い
。
可
庶
焉
を
殺
し
て
か
ら
、
お
前
に
は
鬼
雷
巫
が
ま
と
わ
り
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

い

る
。
藏
族
、
白
族
、
ナ
シ
族
の
祭
司
に
祭
祀
を
行
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
こ
れ
ら
の
祭
司
に
儀
禮
を
依
頼
し
た
。

　
女
魔
鬼
の
可
庶
璃
の
横
行
の
た
め
、
地
上
の
人
々
は
丁
巴
什
羅
に
救
い
を
求
め
る
。
彼
は
神
々
か
ら
地
上
へ
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
彼

は

最
初
の
巫
師
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
と
し
て
儀
禮
を
行
う
の
に
必
要
な
経
典
、
板
鈴
、
弓
矢
等
を
祠
々
か
ら
賦
與
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
彼
の
最

初
の
巫
師
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
と
し
て
の
役
割
が
明
確
に
さ
れ
る
。
丁
巴
什
羅
は
可
庶
璃
を
殺
し
、
三
百
六
十
の
鬼
雷
巫
を
鎭
塵
す
る
が
、
ま
だ

物
語
は
終
了
し
な
い
。

4
．
丁
巴
什
羅
の
死
と
三
人
の
弟
子

　
女
魔
鬼
可
庶
焉
の
死
は
、
丁
巴
什
羅
を
危
険
な
状
況
に
陥
れ
る
。
彼
の
心
は
落
ち
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
は
毒
鬼
の
黒
湖
に
行
き
、
帽
子
を

脱
い

で
前
に
捨
て
た
。
衣
服
を
脱
い
で
帽
子
の
後
ろ
に
捨
て
た
。
黒
い
靴
を
脱
い
で
上
方
に
捨
て
た
。
首
か
ら
藪
珠
を
取
っ
て
中
間
に
投
げ

た
。
彼
は
水
浴
し
、
そ
こ
で
彼
の
鏡
い
眼
と
聰
明
な
心
は
醜
く
か
ら
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
第
一
の
毒
鬼
は
彼
の
頭
を
取
っ
た
。
第
二
の
毒

鬼
は
眼
を
奪
っ
た
。
第
三
の
毒
鬼
は
魂
を
撮
取
し
た
。
第
四
の
毒
鬼
は
骨
を
か
き
出
し
た
。
第
五
の
毒
鬼
は
肉
を
取
っ
た
。
第
⊥
ハ
の
毒
鬼
は
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血
を
吸
っ
た
。
第
七
の
毒
鬼
は
そ
の
膿
を
運
び
去
っ
た
。
そ
し
て
七
人
の
毒
鬼
は
丁
巴
什
羅
を
黒
湖
に
投
げ
込
ん
だ
。

　
丁
巴
什
羅
の
1
1
1
人
の
弟
子
、
套
補
塔
、
蕊
補
塔
、
納
補
塔
は
、
毒
鬼
の
黒
湖
か
ら
彼
を
救
い
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
杖
を
湖

中
に
伸
ば
し
た
。
杖
に
烏
の
尾
の
初
根
の
紐
を
結
び
つ
け
て
丁
巴
什
羅
の
魂
を
救
い
上
げ
た
。
三
人
の
弟
子
は
、
千
頭
の
白
ヤ
ク
、
＝
禺
頭

の

黒
ヤ

ク
、
一
千
頭
の
褐
色
の
馬
、
一
萬
頭
の
灰
色
の
馬
、
九
つ
の
人
形
、
九
つ
の
握
り
飯
、
長
山
羊
を
使
っ
て
、
毒
鬼
に
封
し
て
償
い
を

し
た
。
祭
司
構
補
依
端
、
套
補
塔
、
蕊
補
塔
、
納
補
塔
、
そ
し
て
丁
巴
什
羅
の
三
百
六
十
人
の
格
巴
の
弟
子
は
、
彼
を
居
那
世
羅
祠
山
の
山

脚
、
山
頂
へ
。
そ
の
魂
を
三
十
三
の
耐
々
の
領
土
へ
、
九
代
の
父
系
の
租
先
が
住
む
地
へ
、
七
代
の
母
系
の
租
先
が
住
む
地
へ
迭
っ
た
。
そ

し
て
、
沃
碑
と
恒
耐
の
地
へ
そ
の
魂
を
迭
っ
た
。
彼
の
父
が
住
む
地
へ
、
彼
の
母
が
住
む
地
へ
迭
っ
た
。
丁
巴
什
羅
は
祠
地
に
至
り
、
身
も

心
も
安
ら
か
に
な
っ
た
。
彼
は
つ
い
に
祀
父
、
祀
母
、
父
、
母
の
前
に
致
っ
た
。
自
分
の
件
侶
の
前
に
到
っ
た
。
そ
し
て
、
人
聞
が
拉
び
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

つ
山
崖
（
人
が
死
ん
で
か
ら
遺
陛
を
置
く
山
洞
）
の
前
に
到
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
本
文
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
毒
鬼
は
、
ナ
シ
族
の
鬼
雷
巫
の
中
で
も
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
女
魔
鬼
可
庶
焉
と
密
接
な
關
係
が

あ
り
、
丁
巴
什
羅
と
常
に
封
決
す
る
。
丁
巴
什
羅
は
可
庶
薦
を
殺
し
て
か
ら
彼
ら
を
鎭
塵
す
る
が
、
そ
の
後
彼
ら
は
災
い
を
も
た
ら
し
、
彼

を
殺
し
て
黒
海
に
投
げ
込
む
。
丁
巴
什
羅
の
三
人
の
弟
子
の
東
巴
が
中
心
と
な
り
、
数
々
の
鬼
露
を
祓
っ
て
、
彼
の
魂
を
救
い
出
し
、
祠
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　

の

住
む

地
へ
送
る
と
い
う
箇
所
で
こ
の
神
話
は
終
わ
る
。
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第
二
章
　
ナ
シ
族
の
祠
話
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響

　
前
記
し
た
如
く
、
ナ
シ
族
の
東
巴
教
は
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
で
あ
る
ボ
ン
教
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ナ
シ
族
は
チ
ベ
ッ
ト
・

ビ
ル
マ
語
族
に
属
す
る
が
、
そ
の
祠
話
に
は
特
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
本
章
で
は
ナ
シ
族
の
碑
話
へ
の
チ
ベ
ッ
ト



か

ら
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
ま
ず
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
ボ
ン
教
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
に
佛
教
が
正
式
に
布
教
さ
れ
た
の
は
、
7
世
紀
宇
ば
の
唐
代
の

頃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
チ
ベ
ッ
ト
に
は
ボ
ン
教
と
呼
ば
れ
る
宗
教
が
流
布
し
て
い
た
。
こ
の
ボ
ン
教
こ
そ
チ
ベ
ッ
ト
人
の
聞
に
生
ま
れ
、

そ
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
き
た
民
族
宗
教
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
教
は
前
5
世
紀
頃
、
西
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
シ
ェ
ン
ラ
プ
．
ミ
ボ
に
よ
っ
て
創
始

さ
れ
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
影
響
を
受
け
て
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
。
8
世
紀
か
ら
1
0
世
紀
に
わ
た
り
、
㎜
年
に
わ
た
る
佛
教
と
ボ
ン
教
の
孚
い
が

績

き
、
吐
蕃
に
お
い
て
8
世
紀
に
佛
教
が
國
教
と
さ
れ
、
ボ
ン
教
は
禁
止
さ
れ
た
。
佛
教
に
追
放
さ
れ
た
ボ
ン
教
は
、
雲
南
に
逃
れ
て
ナ
シ

族

（當
時
は
歴
些
（
磨
些
）
）
の
杜
會
に
布
教
さ
れ
た
と
R
o
c
k
氏
は
し
て
い
る
。
楊
幅
泉
氏
も
藪
多
く
の
ボ
ン
教
徒
が
雲
南
、
四
川
と
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ベ
ッ

ト
の
境
界
に
逃
れ
て
ナ
シ
族
の
宗
教
に
影
響
を
與
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
唐
代
初
期
に
、
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
王
の
提
唱
に
よ
り
佛
教
は
上
層
階
級
の
聞
に
廣
ま
っ
た
。
こ
の
時
期
は
吐
蕃
の
冠
會
で
は
ボ
ン
教

の

勢
力
が
ま
だ
強
く
、
佛
教
と
の
孚
い
が
紹
え
ず
存
績
し
て
い
た
。
當
時
邊
境
の
吐
蕃
の
軍
隊
は
、
依
然
と
し
て
ボ
ン
教
を
信
仰
し
て
お
り
、

吐
蕃
軍
で

は
「
軍
中
茉
教
師
」
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
。
軍
中
に
は
敷
多
く
の
ボ
ン
教
の
巫
師
が
配
備
さ
れ
、
こ
の
時
吐
蕃
の
支
配
下
に
あ
っ

た

ナ
シ
（
磨
此
i
1
）
族
の
宗
教
に
大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
當
時
の
吐
蕃
軍
に
は
、
千
戸
ご
と
に
一
人
の
「
拉
本
波
」
と
呼
ば
れ
る
大

巫
師
が
お
り
、
戦
闘
時
に
は
「
拉
巴
」
と
い
わ
れ
る
小
巫
師
も
い
た
。
吐
蕃
軍
が
四
川
省
西
北
地
厘
を
征
服
し
て
か
ら
、
一
部
の
官
兵
が
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

地
厘
を
支
配
し
、
巫
師
と
ボ
ン
教
徒
が
當
地
に
定
住
し
、
ボ
ン
教
が
盛
ん
に
布
教
さ
れ
た
。

　
唐
代
の
吐
蕃
兵
は
、
當
時
の
麗
江
の
鐵
橋
一
帯
の
ナ
シ
族
居
住
地
に
駐
留
し
て
お
り
、
ボ
ン
教
の
信
仰
が
ナ
シ
族
の
宗
教
、
杜
會
に
與
え

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た

影
響
は
疑
い
な
い
。

　
次
に
ナ
シ
族
の
東
巴
教
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
論
稿
の
中
心
と
な
る
丁
巴
什
羅
と
ボ
ン
教
の
關
係
に
つ

い

て
考
察

し
た
い
。
か
つ
て
R
o
c
k
氏
は
丁
巴
什
羅
は
ボ
ン
教
の
開
租
の
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ
ボ
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
新
中
國
成 （151）



立
後
、
敷
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
鮎
を
指
摘
し
て
い
る
。
ボ
ン
教
の
開
租
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ
ボ
は
中
國
語
で
「
東
巴
先
饒
」
と
稻
さ
れ
、
護

音
か
ら
も
「
丁
巴
什
羅
」
と
封
雁
す
る
。
楊
幅
泉
氏
は
丁
巴
什
羅
は
ボ
ン
教
・
佛
教
と
ナ
シ
族
の
本
土
文
化
の
諸
要
素
が
融
合
し
て
形
成
さ

れ
た

人
物
像
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
巴
教
と
ボ
ン
教
は
同
源
で
あ
る
と
簡
軍
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
東
巴
教

が
ボ

ン

教
の
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
宗
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

　
ボ

ン

教

は
古
く
は
一
種
の
原
始
巫
教
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
・
青
海
の
廣
大
な
地
域
に
流
布
し
て
い
た
。
ナ
シ
族
の
先
民
は
、
か
つ
て
チ
ベ
ッ

ト
東
北
部
、
青
海
河
浬
流
域
で
活
動
し
た
古
莞
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
族
源
、
言
語
も
チ
ベ
ッ
ト
人
と
非
常
に
密
接
な
關
係
が
あ
り
、
原
始

宗
教
の
形
態
か
ら
見
て
も
緊
密
な
關
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
東
巴
教
の
祭
司
で
あ
る
東
巴
は
「
“
K
t
v
a
　
b
6
n
　
b
U
」
と
自
稻
し
て
お
り
、
同
じ

く
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
に
属
す
る
イ
（
舞
）
族
の
巫
師
も
「
比
摩
（
ピ
モ
）
」
と
呼
ば
れ
る
、
ハ
ニ
（
吟
尼
）
族
の
巫
師
も
「
貝
牟
」

と
呼
ば
れ
、
登
音
も
ボ
ン
教
の
巫
師
「
茉
波
」
と
非
常
に
近
い
。
イ
族
の
比
摩
教
に
も
ボ
ン
教
と
類
似
し
た
多
く
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
報

　
　
　
　
　
　
お
　

告
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ボ
ン
教
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
の
宗
教
全
膿
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
特
に
ナ
シ
族
の
東
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
カ
　

教
に

顯
著

な
例
が
見
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
ナ
シ
族
の
神
話
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
「
卵
生
神
話
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
前
記
し
た
丁

巴
什
羅
の
神
話
の
最
初
の
部
分
に
は
卵
生
神
話
が
見
ら
れ
る
、
ナ
シ
族
の
「
卵
生
説
」
の
生
命
観
と
ボ
ン
教
の
生
命
観
は
非
常
に
類
似
し
て

い

る
。
ボ
ン
教
も
東
巴
教
も
同
様
に
、
世
界
の
起
源
を
語
る
時
に
、
最
初
に
祠
々
と
鬼
璽
の
誕
生
か
ら
語
り
始
め
る
。
ボ
ン
教
の
祠
話
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

世
界
の
起
源
は
、
い
く
つ
か
の
卵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
東
巴
教
で
は
、
世
界
と
生
命
は
卵
に
起
源
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ナ
シ
族
の
神
話

で
丁

巴
什
羅
の
祠
話
以
外
で
「
卵
生
神
話
」
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
前
記
し
た
「
人
類
遷
徒
記
（
創
世
紀
）
」
で
は
、
天
地
混
沌
の
状
態
が

ま
ず
語
ら
れ
る
。
聲
と
氣
が
結
合
し
て
善
祠
依
格
峨
格
が
出
現
し
た
。
後
に
黒
い
光
が
愛
化
し
て
邪
悪
な
聲
と
氣
が
結
合
し
て
、
悪
神
依
格

低
那
が
出
現
し
た
。
衣
格
峨
格
は
攣
化
し
て
、
一
個
の
白
卵
を
生
ん
だ
。
白
卵
か
ら
白
鶏
が
生
ま
れ
た
。
白
鶏
は
九
封
の
白
卵
を
艀
化
し
た
。
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白
卵
か
ら
盤
神
（
天
上
の
牟
人
宇
＃
・
藏
族
の
神
）
が
出
現
し
た
。
そ
し
て
、
輝
祠
（
地
上
の
宇
人
宇
祠
、
白
族
の
祠
）
、
哩
祠
（
勝
利
祠
）
、

呉
神
（
ナ
シ
族
の
神
）
、
陽
祠
童
と
陰
祠
色
、
露
巧
祠
（
す
ば
し
こ
い
祠
）
、
知
恵
祠
、
測
量
祠
、
度
敷
祠
、
酋
長
と
頭
人
、
祭
司
と
ト
師

（巫
師
）
、
そ
し
て
人
類
が
出
現
し
た
。
悪
祠
依
格
低
那
か
ら
一
個
の
黒
卵
が
生
ま
れ
、
黒
卵
か
ら
弦
鬼
、
伍
鬼
、
毒
鬼
、
串
鬼
、
孟
鬼
、
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

鬼

（水
鬼
）
、
湊
鬼
（
稜
鬼
）
、
支
鬼
（
豹
鬼
）
、
短
鬼
（
凶
死
鬼
）
、
拉
鬼
等
の
鬼
露
が
出
現
し
た
。

　
以
上
の

卵
生
神
話
で
は
、
白
い
卵
か
ら
は
＃
々
精
霊
が
、
黒
い
卵
か
ら
は
鬼
露
が
出
現
す
る
。
前
記
し
た
如
く
、
ナ
シ
族
に
は
「
向
白
」

r忌
黒
」
の
観
念
が
存
在
す
る
。
ナ
シ
族
の
神
々
、
精
露
に
は
、
必
ず
悪
の
封
象
物
と
な
る
鬼
露
が
存
在
し
、
祠
々
、
精
露
は
白
で
象
徴
さ

れ
、
鬼
霊
は
黒
で
象
徴
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
人
類
の
父
」
と
さ
れ
る
神
美
利
董
主
（
葉
莉
童
主
）
に
は
、
美
利
術
主
と
い
う
鬼
露
が
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

東
巴

教

「
黒
白
戦
争
」
で
雨
者
の
争
い
が
詳
細
に
語
ら
れ
る
。
こ
の
黒
白
封
立
の
観
念
は
ボ
ン
教
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
研

究
意
義
が
あ
る
。
「
尚
白
」
は
古
莞
人
の
観
念
の
影
響
と
考
え
ら
れ
、
ナ
シ
族
の
杜
會
に
廣
く
見
ら
れ
る
白
石
神
に
封
す
る
信
仰
も
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

例
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
に
属
す
る
莞
族
、
プ
ミ
族
に
も
白
石
神
に
封
す
る
信
仰
が
見
ら
れ
る
。

　
以
上
の

如

く
、
ボ
ン
教
の
東
巴
教
へ
の
影
響
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、
ナ
シ
族
は
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
を
信
仰
し
て
い
る
。
次
に
ナ
シ
族
と
チ

ベ
ッ

ト
佛
教
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
楊
幅
泉
氏
は
ナ
シ
族
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
關
係
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
時
代
と
し
て
唐
代
と
明
代
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
明
代
の
状
況

を

論
述
す

る
。
明
朝
は
成
立
時
に
お
い
て
、
北
元
等
の
モ
ン
ゴ
ル
系
勢
力
の
攻
撃
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
観
鮎
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
非
常
に
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。
明
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
政
策
に
お
い
て
、
雲
南
と
い
う
地
理
的
環
境
か
ら
ナ
シ
族
の
土
司
麗
江
木
氏
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
次
に
木
氏
に
つ
い
て
1
言
す
る
と
、
1
3
世
紀
に
フ
ビ
ラ
イ
は
雲
南
遠
征
を
し
て
、
後
理
國
討
伐
を
行
っ
た
。
そ
の
時
ナ
シ
族
の
土
酋
阿
踪

阿
良
が
將
軍

ウ
リ
ア
ン
カ
タ
イ
の
軍
に
協
力
し
、
茶
牢
章
宣
慰
司
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
そ
の
職
を
子
孫
が
纏
承
し
た
。
明
代
に
な
り
、
洪
武
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年
聞
に

阿
珠
阿
良
の
子
孫
で
あ
る
阿
甲
阿
得
が
王
朝
に
服
属
し
、
麗
江
の
土
官
土
知
府
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
以
後
彼
は
明
朝
か
ら
「
木
」
姓
を

賜

り
、
「
木
得
」
と
稻
し
、
麗
江
土
司
と
し
て
そ
の
地
に
紹
大
な
権
力
を
持
っ
た
。
そ
の
後
、
木
氏
は
清
代
雍
正
年
聞
の
改
土
蹄
流
に
お
い

て

権
力
を
失
な
う
ま
で
ナ
シ
族
の
杜
會
を
支
配
し
た
。
木
氏
の
統
治
期
聞
が
ナ
シ
族
の
歴
史
上
最
も
強
力
な
時
代
で
あ
っ
た
。
明
朝
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね

て
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
政
策
に
お
い
て
麗
江
、
永
寧
（
寧
演
）
等
の
ナ
シ
族
主
要
居
住
地
域
は
そ
の
戦
略
的
要
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
木
氏
は
明
朝
の
信
任
を
得
て
自
己
の
勢
力
を
接
大
し
て
、
雲
南
、
四
川
の
藏
族
居
佳
地
に
侵
略
を
行
う
。
そ
の
情
況
は
、
清
代
鹸
慶
遠
の

『
維
西
見
聞
録
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
明
朝
は
木
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
攻
撃
を
「
邊
患
征
討
」
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
爾
者
は
チ
ベ
ッ
ト
勢
力
征
討
と
い
う
難
で
利
害
の

一
致

を
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
木
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
軍
事
行
動
を
忠
臣
の
行
爲
と
捉
え
、
そ
の
力
を
必
要
と
す
る
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
　

朝
の
姿
が
讃
み
取
れ
る
。

　
F
木
氏
宜
譜
」
　
（
木
氏
の
系
譜
）
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
麗
江
付
近
の
金
沙
江
と
瀾
槍
江
の
上
流
一
帯
は
、
木
氏
と
藏
族
土
司
の
闘
争
の
主

要
厘
域
で

あ
っ
た
。
そ
の
重
鮎
は
休
那
（
現
維
西
）
、
石
鼓
、
忠
旬
（
中
旬
）
等
で
あ
り
、
こ
の
一
帯
に
お
け
る
爾
者
の
闘
争
は
三
十
回
以

上
に

及
ん

で
い

た
。
木
氏
は
占
領
地
で
村
落
を
建
設
し
、
移
民
を
行
っ
た
。

　

ま
た
木
氏
は
天
順
年
聞
（
一
四
五
七
－
一
四
六
四
年
）
以
降
、
隣
接
の
藏
族
居
住
地
を
占
領
し
統
治
下
に
置
き
つ
つ
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
カ

ル

マ

派

と
の
交
流
を
行
っ
た
。
木
氏
の
雲
南
、
四
川
の
藏
族
居
住
地
域
の
占
領
統
治
の
政
策
で
最
重
要
な
も
の
は
、
統
治
を
圓
滑
に
し
て
い

く
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
を
重
覗
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ
シ
族
の
虹
會
に
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
が
廣
ま
っ
た
の
は
明
代
の
頃
で
あ
り
、
歴
代

の

土
司
の
中
で
も
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
を
最
も
厚
く
信
仰
し
た
の
は
、
明
末
の
木
増
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
布
教
は
彼
の
時
代
に
最
も
活

登
に
行
わ
れ
、
特
に
藪
多
く
の
寺
院
が
麗
江
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
紅
帽
派
六
世
活
佛
却
吉
旺
秋
、
黒
帽
派
十
世
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

佛
却
英
多
吉
が
木
増
の
時
代
に
麗
江
に
滞
在
し
、
経
典
の
編
集
、
布
教
を
行
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
ナ
シ
族
の
東
巴
教
は
、
ボ
ン
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
ナ
シ
族

の

神
話
が
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
諸
族
の
中
で
も
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
鮎
は
そ
の
歴
史
的
過
程
か
ら
も
推
察
で

き
る
。

　
な
お
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
と
東
巴
教
の
關
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

　
一
説
に
よ
る
と
丁
巴
什
羅
と
彌
勒
佛
は
同
年
同
月
同
日
に
生
ま
れ
た
。
爾
者
は
居
那
世
羅
神
山
の
頂
上
に
登
っ
た
方
が
天
下
の
智
者
で
あ

り
、
こ
の
神
山
に
鎭
座
す
る
者
で
あ
る
と
決
め
た
。
翌
日
の
明
け
方
に
太
陽
が
登
る
と
彌
勒
佛
は
太
陽
の
光
に
乗
っ
て
、
居
那
世
羅
神
山
の

頂
上
に

登
っ
た
。
丁
巴
什
羅
は
手
鼓
を
持
っ
て
、
う
な
ぎ
登
り
で
登
っ
た
。
爾
者
は
追
い
つ
追
わ
れ
つ
電
光
の
よ
う
に
早
く
ゆ
ず
ら
な
か
っ

た
。
碑
山
の
頂
上
に
到
達
し
た
の
は
、
彌
勒
佛
が
一
歩
早
く
勝
利
を
得
た
。
そ
し
て
約
束
通
り
居
那
世
羅
祠
山
に
鎭
座
し
た
。
丁
巴
什
羅
は

い

っ

た
。
「
あ
な
た
は
天
下
の
智
者
と
い
う
地
位
を
得
た
。
私
は
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
行
く
と
こ
ろ
を
指
示
し
て
ほ
し
い
。
」
彌
勒
佛
は
＃

山
山
頂
の
雪
を
l
つ
か
み
遠
方
に
ま
き
散
ら
し
て
答
え
た
。
「
雲
の
落
ち
た
所
が
お
前
の
修
行
の
場
だ
。
」
こ
の
雪
は
ち
ょ
う
ど
二
月
八
日
に

中
旬
の
白
地
に
落
ち
て
白
水
量
を
形
成
し
た
。
丁
巴
什
羅
は
こ
の
地
へ
や
っ
て
來
て
、
弟
子
を
集
め
て
廣
く
東
巴
教
を
傳
え
た
。
彼
は
作
物

を
作
る
こ
と
に
習
熟
し
て
お
り
、
白
水
墓
の
地
形
が
段
々
畑
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
當
地
の
人
々
に
段
々
畑
と
し
て
使
わ
せ
た
。
中
旬
縣
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

地
の

白
水
墓
が
肥
沃
な
段
々
畑
と
な
っ
た
の
は
こ
れ
に
起
源
す
る
と
い
わ
れ
、
後
の
二
月
八
日
の
白
水
墓
の
盛
會
も
こ
の
こ
と
に
由
來
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　

こ
の
説
話
は
、
李
森
燦
氏
も
「
多
巴
碑
羅
和
密
勒
日
巴
的
故
事
」
の
題
名
で
登
表
し
て
お
り
、
李
氏
は
こ
の
物
語
を
紅
帽
派
チ
ベ
ッ
ト
佛

教
と
東
巴
教
の
串
い
と
考
え
て
お
り
、
ボ
ン
教
の
影
響
を
受
け
た
東
巴
教
の
開
租
が
彌
勒
佛
密
勒
日
巴
に
敗
北
す
る
と
い
う
鮎
か
ら
も
、
當

時
の
宗
教
的
情
況
を
窮
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
章
　
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
儀
禮

　
第
一
章
で
そ
の
内
容
の
梗
概
を
紹
介
し
た
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
祠
話
は
、
東
巴
が
死
ん
だ
時
に
行
わ
れ
る
葬
迭
儀
禮
の
際
に
朗
請
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
性
格
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
儀
禮
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
東
巴

が

死
去

し
た
時
、
近
隣
の
東
巴
は
葬
儀
の
た
め
に
騙
け
つ
け
る
。
そ
の
時
に
、
丁
巴
什
羅
の
儀
禮
と
葬
迭
儀
禮
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
儀
禮
が
行
わ
れ
る
順
番
は
各
地
で
異
な
る
。
あ
る
時
は
ま
ず
丁
巴
什
羅
を
祭
っ
て
か
ら
、
葬
儀
を
行
う
。
先
に
葬

儀

を
行
っ
て
か
ら
、
丁
巴
什
羅
を
祭
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
東
巴
が
死
ん
だ
時
は
、
順
番
に
關
り
な
く
必
ず
丁
巴
什
羅
の
儀
禮
は
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
巴
は
こ
の
儀
禮
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
東
巴
教
の
創
始
者
丁
巴
什
羅
に
思
い
を
は
せ
る
の
で
あ
る
。
現
在
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
い

る
丁
巴
什
羅
の
儀
禮
の
進
行
過
程
は
、
清
代
光
諸
年
聞
に
記
さ
れ
た
古
籍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
儀
禮

を
行
う
に
あ
た
り
、
ま
ず
大
菱
を
妙
あ
て
作
っ
た
人
形
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
形
で
象
徴
さ
れ
る
も
の
は
下
記

の

如

v
で
あ
る
。
沙
利
威
登
（
薩
莉
章
徳
）
大
祠
、
依
古
窩
格
（
宜
孤
烏
葛
）
大
神
、
恒
丁
俄
盤
大
＃
、
丁
巴
什
羅
、
郎
久
敬
王
久
戦
神
、

莫
崩
精
如
祠
、
優
麻
戦
祠
、
大
鵬
鳥
祠
、
恒
依
庚
空
神
、
璃
來
巴
郎
祠
、
盤
孜
沙
美
女
祠
、
妥
構
金
補
紳
、
色
生
克
玖
祠
、
羅
注
金
栂
女
神
、

知
恵
者
、
獅
子
、
大
鵬
、
青
龍
の
三
尊
、
四
頭
八
眼
の
考
汝
祠
、
白
い
綿
羊
、
白
い
ヤ
ク
、
美
利
盧
阿
普
、
美
利
塞
阿
租
、
紅
虎
に
跨
っ
た

東
方
の
東
巴
格
稻
稻
補
、
青
龍
に
跨
っ
た
南
方
の
東
巴
勝
日
明
公
、
黒
ヒ
ス
イ
色
の
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
に
跨
っ
た
西
方
の
東
巴
那
生
崇
魯
、
金
黄

色
の
大
象
に
跨
っ
た
北
方
の
東
巴
古
生
克
巴
、
白
い
法
螺
負
の
色
を
し
た
大
鵬
に
跨
っ
た
中
央
の
東
巴
稜
余
敬
古
、
十
三
の
女
祠
等
．
さ
ら

L）

十
1
1
1
の
花
を
使
っ
て
十
三
本
の
矢
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
十
三
本
の
柏
の
樹
枝
を
妙
め
て
居
那
世
羅
神
山
の
像
を
作
る
。
そ
の
山
頂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

は
、
白
い
法
螺
員
の
色
を
し
た
大
鵬
鳥
が
と
ま
る
。
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鬼
露
の
人
形
も
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
尼
威
」
地
獄
の
鶏
頭
鬼
、
「
依
道
」
地
獄
の
狗
頭
鬼
、
「
許
左
」
地
獄
の
綿
羊
頭
鬼
、
豚
頭
の
鬼

王
、
「
螢
璃
義
」
地
獄
の
蛇
頭
鬼
、
大
地
上
の
牛
頭
鬼
、
露
魂
を
守
護
す
る
牢
獄
の
鬼
、
こ
の
鬼
は
軍
施
羅
と
呼
ば
れ
て
、
手
に
九
節
の
丸

太

を
持
ち
、
も
う
片
方
の
手
に
旗
を
持
つ
。
さ
ら
に
九
つ
の
黒
い
坂
に
住
む
黒
鬼
の
人
形
を
九
つ
作
る
。
九
つ
の
人
形
の
手
に
は
そ
れ
ぞ
れ

紋
が

あ
る
。
「
達
栂
」
と
呼
ば
れ
る
稜
鬼
の
人
形
、
「
里
多
」
と
呼
ば
れ
る
龍
王
が
表
示
さ
れ
た
人
形
、
「
十
呂
」
と
呼
ば
れ
る
猿
・
狐
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

羽
の

蠕
輻
の
人
形
等
を
作
る
。

　

そ
し
て
四
方
の
鬼
露
の
人
形
を
作
る
。
東
方
の
鬼
は
鶏
頭
で
、
南
方
の
鬼
は
狼
頭
、
西
方
の
鬼
は
鹿
頭
、
北
方
の
鬼
は
豚
頭
で
あ
る
。
そ

し
て
飯
を
盛
っ
た
碗
、
小
さ
な
燈
、
板
鈴
を
一
個
を
準
備
す
る
。

　
儀
禮

は
四
つ
の
場
で
構
成
さ
れ
る
。
①
東
巴
の
碑
壇
、
②
丁
巴
什
羅
の
祠
壇
、
③
ナ
シ
語
で
「
督
」
と
稻
さ
れ
る
柱
、
④
鬼
域
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
場
に
つ
い
て
論
述
す
る
な
ら
ば
、
①
の
東
巴
の
祠
壇
は
正
房
の
中
央
の
部
屋
に
設
け
ら
れ
る
。
壁
に
は
R
像
が
つ
る
さ
れ

る
。
中
央
に
は
沙
利
威
徳
の
祠
像
を
つ
る
す
。
そ
の
右
側
に
は
桂
恒
丁
俄
の
神
像
を
、
左
側
に
は
桂
依
古
窩
格
、
土
知
優
硫
の
祠
像
を
つ
る

す
。
こ
れ
ら
の
神
像
の
前
に
は
机
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
松
葉
が
敷
か
れ
る
。
松
葉
の
上
に
鋤
を
一
本
た
て
、
そ
の
先
に
羊
毛
を
巻
き
つ
け

る
。
羊
毛
の
綜
に
翠
柏
（
シ
ョ
ウ
ナ
ン
ボ
ク
）
の
枝
を
一
本
差
し
込
む
、
鋤
の
前
に
は
舟
が
置
か
れ
、
そ
の
中
に
米
を
入
れ
る
。
こ
の
米
に

五
實
の
矢
が
一
本
さ
さ
れ
、
そ
の
両
側
に
白
旗
が
さ
さ
れ
る
。
翠
柏
（
シ
ョ
ウ
ナ
ン
ボ
ク
）
で
E
門
を
作
り
、
白
い
綿
羊
、
白
い
ヤ
ク
等
の

人
形

を
安
置
す
る
。
祠
根
を
象
徴
す
る
米
を
一
盆
き
、
酒
と
茶
を
供
え
る
。
香
櫨
に
線
香
が
と
も
さ
れ
、
祠
燈
も
と
も
さ
れ
る
。
浄
水
壼
を

置
き
花
と
柏
枝
が
さ
さ
れ
る
。
焼
天
香
が
行
わ
れ
る
時
は
、
松
枝
と
翠
柏
が
置
か
れ
、
精
成
し
た
小
変
粉
と
蘇
油
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

な
ら
な
い
。
燈
心
に
火
を
つ
け
て
机
上
に
供
え
る
。
祠
根
の
中
に
供
え
ら
れ
た
盧
碑
、
塞
祠
の
人
形
に
禮
を
行
う
。

　
②
の
丁
巴
什
羅
の
祠
壇
は
、
正
房
の
脇
の
建
物
に
設
置
さ
れ
、
彼
の
紳
像
が
置
か
れ
る
。
ま
ず
丁
巴
什
羅
の
像
を
作
り
、
椅
子
に
置
き
、

そ
れ
か
ら
五
色
の
綱
を
作
り
、
そ
の
手
に
持
た
せ
る
。
像
の
面
前
に
机
を
置
き
、
そ
の
上
に
死
者
の
た
め
の
板
鈴
、
抜
浪
鼓
を
置
き
、
酒
と
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茶
、
瓜
、
米
殼
の
花
、
猷
油
一
碗
を
置
く
。
蘇
油
の
碗
の
中
で
、
竹
の
箸
で
神
橋
を
組
み
立
て
る
。
丁
巴
什
羅
の
像
は
白
馬
に
跨
っ
て
お
り
、

そ
の
像
に
白
馬
二
頭
と
羽
根
の
は
え
た
白
い
綿
羊
一
頭
の
人
形
を
供
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
机
上
に
は
、
死
ん
だ
東
巴
の
た
め
の
経
書
と

経
も
置
く
。
大
き
な
銅
鍋
を
祠
根
で
満
た
し
、
棘
々
の
人
形
を
祠
根
の
上
に
置
く
。
鍋
の
縁
に
は
竹
・
青
柏
の
枝
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
差
し
込

　　
　

む
。　

丁
巴
什
羅
が
祠
路
を
開
く
時
、
十
三
個
の
人
形
、
十
三
本
の
翠
柏
、
十
三
の
花
、
三
十
三
本
の
五
實
の
矢
が
必
要
と
な
る
。
小
変
粉
で
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

那
世
羅
神
山
の
像
を
作
る
。
葬
迭
儀
禮
に
必
要
な
「
祠
路
圖
」
（
葬
儀
用
の
檜
巷
き
）
に
は
、
六
ヶ
所
の
地
獄
が
描
か
れ
、
そ
の
部
分
に
鬼

霞

を
遮
る
三
本
の
枝
を
差
し
込
む
。
こ
の
枝
は
「
其
」
と
呼
ば
れ
、
木
牌
書
六
枚
も
そ
れ
ぞ
れ
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。
鶏
頭
の
鬼
璽
の
人
形

が
置
か

れ
、
そ
の
雨
側
に
旗
が
差
し
込
ま
れ
る
。
三
爾
の
白
銀
の
纏
功
銭
が
置
か
れ
る
。
銅
の
柄
杓
も
置
か
れ
、
こ
の
柄
杓
に
は
人
の
魂
の

牢
獄
が
描
か
れ
て
い
る
。
牛
頭
が
示
さ
れ
、
施
知
玖
補
と
い
う
名
の
鬼
王
が
柄
杓
に
存
す
る
こ
と
を
象
徴
す
る
。
こ
の
鬼
王
は
九
節
の
木
棒

を
握
っ
て
い
る
。
木
棒
に
は
九
つ
の
黒
り
坂
が
描
か
れ
て
い
る
。
黒
い
硫
布
を
使
っ
て
鬼
橋
を
作
り
、
九
つ
の
掌
紋
の
あ
る
九
種
の
鬼
需
巫
の

人
形

を
そ
こ
に
置
く
。
黒
山
羊
、
黒
豚
、
黒
鶏
の
人
形
を
使
っ
て
祭
鬼
を
行
う
。
神
壇
の
1
1
1
脚
の
上
に
鐵
鍋
を
置
き
、
鬼
の
か
ま
ど
を
表
示

す
る
。
そ
し
て
浄
水
壼
を
置
き
、
こ
の
壼
に
黒
い
硫
布
を
か
け
、
壼
口
に
ツ
ツ
ジ
の
枝
を
差
し
込
む
。
こ
の
枝
は
除
稜
に
用
い
ら
れ
る
。

　
上
記
の

木
牌
董
に

描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
下
記
の
如
く
で
あ
る
。
茉
牛
頭
の
鬼
露
、
片
方
の
手
で
人
形
を
持
ち
、
も
う
片
方
の
手
で
九

節
の
木
棒
を
持
つ
。
茉
綿
羊
頭
の
鬼
璽
、
片
方
の
手
で
九
節
の
木
棒
を
握
り
、
も
う
片
方
の
手
で
汚
れ
た
縄
を
持
つ
。
こ
れ
は
命
を
奪
う
六

地
の

鬼
域

を
示
し
て
い
る
。
茉
豚
頭
の
鬼
璽
、
片
方
の
手
に
九
節
の
木
棒
、
も
う
片
方
の
手
で
人
形
を
持
つ
。
人
類
の
大
地
上
の
鬼
域
を
示

す
。
茉
蛇
頭
の
鬼
露
、
片
方
の
手
に
汚
れ
た
縄
、
も
う
片
方
の
手
に
鎌
を
持
つ
。
茉
犬
頭
の
鬼
霞
、
狗
頭
の
人
形
と
九
節
の
木
棒
を
持
つ
。

茉
鶏
頭
の
鬼
露
、
人
形
と
九
節
の
木
棒
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
木
牌
書
に
差
し
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
鬼
需
巫
の
領
域
の
周
邊
の
情
況
を
示
し
、

「
神
路
圖
」
木
牌
書
の
近
く
に
杉
の
樹
枝
を
一
本
差
し
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

（158）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　

　
③
「
督
」
、
ナ
シ
語
で
「
督
」
と
は
柱
の
意
味
で
あ
る
。
二
丈
鹸
り
の
松
の
柱
に
九
つ
の
穴
を
あ
け
、
穴
に
木
、
枝
を
通
し
上
か
ら
下
へ

五
色
の

布
で
網
状
に

作

り
上
げ
る
。
木
柱
の
雨
端
に
は
花
を
つ
け
る
。
上
端
に
は
五
色
の
両
面
の
旗
を
つ
け
、
旗
上
に
は
日
、
月
が
示
さ
れ

る
。
「
督
」
の
上
に
は
優
硫
祠
の
祠
像
が
置
か
れ
、
そ
の
下
に
は
机
が
置
か
れ
、
机
の
上
に
は
白
い
毛
藍
が
敷
か
れ
る
。
毛
蔑
の
上
に
は
鋤

が
立
て

ら
れ
、
そ
の
突
先
に
は
白
い
羊
毛
で
柏
枝
が
一
本
く
く
り
つ
け
ら
れ
る
。
小
さ
な
箕
の
中
に
米
が
入
れ
ら
れ
、
こ
の
米
は
祠
根
と
呼

ば
れ

る
。
祠
根
の
上
に
は
、
盧
神
、
塞
碑
と
五
方
の
東
巴
の
人
形
が
置
か
れ
、
柏
の
枝
で
作
ら
れ
た
枝
で
神
門
、
刀
、
弓
、
矢
が
作
ら
れ
て

米
中
に
立
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
瓜
、
西
瓜
、
酒
、
茶
が
献
け
ら
れ
、
香
が
た
か
れ
て
油
燈
が
つ
け
ら
れ
る
。
「
督
」
の
周
邊
に
は
東
、
西
、

南
、
北
、
中
央
に
分
け
て
1
つ
ず
つ
机
が
置
か
れ
る
。
五
個
の
机
に
は
嚇
布
を
か
け
て
祠
橋
を
表
示
す
る
。
五
方
の
東
巴
の
人
形
が
机
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

置
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
矢
、
旗
、
花
、
油
燈
が
一
つ
ず
つ
置
か
れ
る
。

　
④
鬼
域

（別
名
「
毒
鬼
の
砦
」
）
土
で
三
面
の
山
を
作
る
。
山
の
下
に
水
た
ま
り
を
三
つ
作
る
。
山
の
三
面
は
黒
、
紅
、
花
の
色
に
分
け

て

染
め
る
。
水
た
ま
り
の
水
も
黒
、
紅
、
花
の
三
色
で
染
め
る
。
黒
山
、
黒
水
は
毒
鬼
の
山
と
湖
を
、
紅
山
と
紅
水
は
灰
鬼
の
山
と
湖
を
、

花
山
、
花
水
は
猛
鬼
の
山
と
湖
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
。
三
つ
の
湖
の
四
周
に
は
毒
鬼
の
二
十
三
の
木
牌
董
が
差
し
込
ま
れ
る
。
二
十
三
の

木
牌
書
は
毒
鬼
の
父
親
占
敦
務
務
知
、
母
親
班
敦
許
徐
硫
等
二
十
三
種
類
の
毒
鬼
が
描
か
れ
て
い
る
。
木
牌
圭
旦
の
側
に
は
「
其
」
が
一
本
差

し
込
ま
れ
て
お
り
、
毒
鬼
が
す
で
に
遮
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
三
つ
の
湖
の
周
園
に
は
十
八
本
の
椎
の
枝
が
さ
さ
れ
、
十
八

の

眼
、
階
、
手
足
を
刻
ん
だ
人
形
が
置
か
れ
る
。
さ
ら
に
湖
の
四
方
に
は
、
鬼
露
を
遮
る
た
め
の
三
本
の
「
其
」
を
交
差
さ
せ
て
差
し
込
む
。

こ
れ
と
は
別
に
、
丁
巴
什
羅
の
魂
を
示
す
と
が
っ
た
木
牌
圭
旦
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
毒
鬼
の
黒
湖
に
は
、
羊
頭
の
木
牌
書
が
差
し
込
ま
れ
、
そ
こ
に
は
女
鬼
可
庶
焉
が
描
か
れ
て
い
る
。
可
庶
焉
は
前
記
し
た
如
く
、
丁
巴
什

羅
の
配
偶
者
で
あ
り
、
最
後
に
彼
に
殺
さ
れ
た
。
木
牌
圭
旦
は
毒
鬼
の
黒
湖
に
向
っ
て
立
ち
ら
れ
、
そ
の
下
に
可
庶
焉
の
人
形
が
置
か
れ
る
。

そ

の

周
園
に
は
九
種
の
枝
が
差
し
込
ま
れ
、
縦
の
木
、
五
つ
の
木
の
人
形
を
使
っ
て
門
を
作
る
。
可
庶
焉
の
像
が
描
か
れ
た
木
牌
書
の
裏
に
、
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鬼
露
を
追
い
彿
う
た
め
の
五
股
の
竹
を
一
本
、
九
本
の
「
基
」
と
交
差
さ
せ
て
差
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
傍
に
石
を
一
個
置
く
。

木
牌
圭
旦
に
は
、
可
庶
焉
が
死
ん
で
燃
や
さ
れ
た
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
可
庶
璃
の
木
牌
董
の
前
に
は
、
豚
肉
と
一
盆
の
黒
色
の
祭
根
（
ダ
ッ

タ
ン
ソ
バ
）
を
置
き
、
豚
油
燈
を
つ
け
る
。
可
庶
璃
の
す
わ
る
木
輪
車
が
あ
り
、
彼
女
の
璽
を
迭
る
時
、
こ
の
木
輪
車
で
連
れ
さ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
可
庶
焉
を
祭
祀
す
る
時
に
必
要
な
も
の
は
、
五
雨
の
白
銀
　
（
紙
製
）
、
F
東
巴
の
杖
の
由
來
」
脛
、
九
本
の
鎌
、
九
本
の
鐵
綱
、
九
本
の
斧
、

九

個
の
皮
袋
、
九
つ
の
銅
鍋
、
九
本
の
棘
、
白
衣
一
着
、
黒
衣
一
着
、
九
つ
の
人
形
、
九
つ
の
木
の
人
形
、
白
い
羊
毛
と
黒
い
羊
毛
の
う
ち

ひ

も
、
豚
頭
一
個
、
鶏
一
羽
、
鬼
橋
に
か
け
る
廠
布
、
柏
枝
一
本
、
米
殼
一
碗
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
の
粒
一
碗
、
リ
ボ
ン
状
の
鳥
尾
一
本
o

　
以
上
で
儀
禮
の
た
め
の
場
、
用
具
を
紹
介
し
た
が
、
丁
巴
什
羅
の
儀
禮
を
行
う
時
、
鬼
霊
巫
を
祓
い
、
彼
ら
に
封
す
る
償
い
を
す
る
た
め
に
、

大
杉

を
一
本
立
て
る
、
鐵
鍋
、
鐵
の
三
脚
、
九
つ
の
人
形
と
紋
様
の
あ
る
面
片
（
小
変
粉
を
練
り
細
長
く
切
っ
た
も
の
）
、
尾
の
つ
い
た
牛

皮
一
枚
（
そ
の
上
で
五
つ
の
油
燈
が
と
も
さ
れ
る
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
三
種
の
飯
が
献
げ
ら
れ
、
火
葬
場
で
鬼
霞
に
食
べ
さ
せ
る
殼
米
花

と
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
の
花
が
準
備
さ
れ
る
。
そ
し
て
黒
山
羊
、
黒
綿
羊
、
黒
い
豚
、
黒
い
鶏
が
供
犠
に
用
い
ら
れ
る
。
祠
橋
の
像
に
硫
布
が
か

け
ら
れ
、
祠
橋
の
上
に
五
つ
の
油
燈
が
と
も
さ
れ
る
。
丁
巴
什
羅
は
こ
の
油
燈
か
ら
天
に
昇
る
。
板
鈴
が
三
十
六
條
の
布
に
つ
な
げ
ら
れ
、

E
路
を
示
す
三
十
六
尺
の
硫
布
が
開
か
れ
、
五
種
類
の
五
色
の
布
を
使
っ
て
丁
巴
什
羅
を
魂
を
招
く
。
地
獄
の
三
十
六
界
里
に
は
、
紅
橋
に

か

け
る
六
尺
の
紅
布
が
あ
り
、
九
つ
の
黒
い
坂
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
黒
橋
に
か
か
る
黒
い
布
が
か
け
ら
れ
る
。
祠
像
の
前
に
は
、
神
橋
に

つ

る
す
白
布
、
純
銀
五
爾
、
米
あ
る
い
は
変
一
袋
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
一
袋
、
浄
水
壼
一
個
（
こ
の
壼
に
は
白
銀
五
両
が
入
れ
て
あ
る
）
が
置

か

れ
る
。

　
準
備
の
目
鼻
が
つ
く
と
、
儀
禮
は
進
行
す
る
。
神
像
を
掲
げ
、
祠
座
を
立
て
、
祠
根
を
供
え
る
。
ツ
ツ
ジ
の
枝
と
ヨ
モ
ギ
の
枝
を
燃
や
し

て
k
壇
上
の
汚
れ
を
除
去
し
、
儀
禮
上
全
髄
の
汚
れ
を
除
去
す
る
。
天
香
を
燃
や
し
て
、
油
燈
を
と
も
し
、
諸
神
を
迎
え
る
。
東
巴
た
ち
は
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祠
が
か
り
の
状
態
に
な
り
、
何
人
か
の
東
巴
が
「
迎
神
経
」
を
朗
請
す
る
。
「
什
羅
無
宗
」
「
色
肯
多
祭
」
も
朗
調
す
る
。
丁
巴
什
羅
の
招
魂

を

行
う
時
、
「
招
魂
」
「
術
賜
本
領
」
が
朗
請
さ
れ
る
。
何
人
か
の
東
巴
が
「
督
」
の
ま
わ
り
で
跳
祠
を
行
う
。
ま
ず
東
方
の
東
巴
「
格
稻
稻

補
が

巨
大
な
赤
虎
に
跨
っ
て
踊
る
。
南
方
の
東
巴
「
勝
日
明
公
」
が
青
龍
舞
を
踊
る
。
西
方
の
東
巴
「
那
生
出
示
魯
」
が
大
象
舞
を
舞
う
。
北

方
の
東
巴
「
古
生
克
巴
」
が
黄
金
の
猪
（
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
）
の
舞
を
踊
る
。
中
央
の
東
巴
「
稜
鹸
敬
古
」
が
大
鵬
舞
を
踊
る
。
し
か
る
後
、
東

巴

達
は

鬼
露
の

領
域
を
一
周
す
る
。

　
次
に
東
巴
経
の
開
祀
で
あ
る
丁
巴
什
羅
の
出
世
が
述
べ
ら
れ
る
。
経
典
「
丁
巴
什
羅
の
出
世
」
が
朗
請
さ
れ
る
。
こ
の
時
「
東
巴
の
神
壇

の

前

で
、
一
人
の
東
巴
が
む
し
ろ
の
上
に
倒
れ
る
。
こ
の
東
巴
は
手
に
板
鈴
、
祓
浪
鼓
を
握
り
、
丁
巴
什
羅
の
母
親
が
お
産
を
す
る
姿
を
ま

ね

て
、
左
腕
を
撃
げ
て
彼
が
左
脇
腹
か
ら
誕
生
し
た
こ
と
を
示
す
。
東
巴
は
身
を
起
こ
し
て
跳
神
を
行
う
。

　
丁
巴
什
羅
が
祠
藥
を
探
す
こ
と
を
象
徴
し
て
、
経
典
「
神
藥
の
由
來
及
び
祠
薬
の
探
索
」
が
朗
請
さ
れ
る
。
一
人
の
東
巴
が
丁
巴
什
羅
を

演

じ
、
弓
矢
を
持
っ
て
踊
る
。
上
に
向
か
っ
て
三
回
、
下
に
向
か
っ
て
三
回
、
周
園
に
四
回
矢
を
射
る
。
そ
し
て
浮
水
壼
の
中
に
も
射
て
、

神
の
矢
を
阿
明
巴
柔
山
に
向
っ
て
射
た
こ
と
を
示
す
。
矢
を
抜
い
て
壼
口
に
乳
白
色
の
藥
水
を
流
す
。
そ
れ
を
碗
に
受
け
、
神
藥
を
持
っ
た

ま
ま
跳
神
を
行
い
、
祠
藥
を
諸
神
に
献
げ
る
。
経
典
「
里
多
の
人
形
を
送
る
」
が
朗
諦
さ
れ
、
「
里
多
」
の
人
形
に
は
龍
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
人
形
で
汚
れ
を
取
り
除
き
、
祠
に
祠
藥
を
献
げ
る
。
「
里
多
」
の
人
形
は
泉
の
近
く
運
ば
れ
る
。

　
経
典

「
毒
鬼
へ
の
償
い
を
す
る
」
が
朗
請
さ
れ
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
が
ま
か
れ
て
、
毒
鬼
の
黒
湖
の
周
邊
で
黒
山
羊
、
黒
い
綿
羊
、
黒
豚
が

供
犠

さ
れ
る
。
そ
の
血
を
各
種
の
鬼
璽
が
描
か
れ
た
木
牌
書
と
鬼
露
の
人
形
に
塗
り
つ
け
る
。
骨
、
毛
等
を
焼
き
、
鬼
に
食
べ
さ
せ
た
こ
と

を
示
す
。

　
次
に

女
鬼
可
庶
焉
を
祭
祀
す
る
。
黒
豚
、
黒
鶏
を
供
犠
し
て
、
可
庶
璃
に
償
い
を
す
る
。
さ
ら
に
黒
豚
を
殺
し
て
、
豚
の
血
を
可
庶
焉
の

木
牌
書
、
人
形
、
各
種
の
木
の
人
形
に
塗
る
。
そ
し
て
木
輪
車
で
可
庶
焉
を
運
び
、
野
外
に
捨
て
る
。
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家
に

蹄

り
、
東
巴
は
経
典
「
督
（
柱
）
を
立
て
る
」
を
朗
請
す
る
。
こ
こ
で
は
「
督
」
の
由
來
が
語
ら
れ
、
人
々
は
「
督
」
を
立
て
る
。

　
F
考
呂
」
と
呼
ば
れ
る
犬
頭
、
猜
（
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
）
頭
、
編
輻
の
頭
の
人
形
、
九
本
の
手
紋
の
あ
る
鬼
を
祓
う
た
め
の
人
形
。
「
臆
昌
」
と

呼
ば
れ
る
人
形
が
運
び
こ
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
に
飯
、
焼
肉
を
食
べ
さ
せ
て
か
ら
、
野
外
に
捨
て
る
。
こ
の
時
東
巴
は
纏
典
「
考
呂
の
人
形
を

迭

る
」
、
「
鬼
を
祓
う
人
形
を
迭
る
」
、
「
聴
昌
」
の
人
形
を
迭
る
」
を
朗
請
す
る
。

　

そ
し
て
毒
鬼
の
黒
湖
の
ま
わ
り
で
飯
を
た
く
動
作
を
し
て
、
鬼
露
に
食
物
を
與
え
、
纏
典
「
毒
鬼
の
黒
湖
を
取
り
壊
わ
す
」
を
朗
請
す
る
。

杖
を
毒
鬼
の
黒
湖
に
つ
き
立
て
て
、
法
刀
で
鬼
露
の
木
牌
書
、
木
の
人
形
と
杉
の
木
を
た
た
き
切
り
、
毒
鬼
を
鎭
塵
す
る
。
三
叉
の
戟
に
、

鳥
尾
の

紐
を
結
び
つ
け
て
、
丁
巴
什
羅
を
黒
湖
か
ら
救
い
出
す
こ
と
を
表
示
す
る
。
丁
巴
什
羅
の
像
が
記
さ
れ
た
檜
に
、
白
い
麻
布
を
か
け

る
。
可
庶
璃
の
人
形
を
木
輪
車
か
ら
取
り
出
し
、
高
く
て
険
し
い
崖
に
捨
て
る
。
鬼
霊
の
汚
れ
を
祓
う
た
め
に
、
汚
れ
を
祓
う
人
形
に
ダ
ッ

タ
ン
ソ
バ
を
撒
き
、
鬼
雷
巫
に
償
い
を
す
る
。
そ
し
て
地
上
に
牛
皮
を
敷
い
て
、
五
つ
の
油
燈
を
つ
け
る
。

　
朝
火
葬
場
で
鶏
を
一
羽
殺
し
、
白
い
米
飯
、
黒
く
染
ま
っ
た
米
飯
、
黄
色
い
米
飯
を
四
方
に
撒
く
。
次
に
白
い
硫
布
を
R
橋
に
か
け
る
。

1
本
の
r
其
」
と
五
叉
の
竹
に
血
を
少
し
つ
け
、
家
の
四
方
の
木
を
祓
う
。
血
酒
が
鬼
域
に
届
い
て
（
可
庶
璃
の
）
九
種
の
棘
が
表
示
さ
れ

る
。
碗
に
乳
汁
を
入
れ
て
竹
箸
を
置
く
。
こ
の
竹
箸
は
白
色
と
黒
色
で
、
白
い
箸
は
金
橋
、
銀
橋
を
表
示
し
、
黒
い
箸
は
不
吉
な
兆
し
と
腐

敗
を
表
示
す
る
。
黒
い
箸
は
断
ち
切
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
金
橋
、
銀
橋
か
ら
丁
巴
什
羅
が
家
中
に
や
っ
く
來
る
と
さ
れ
て
お
り
、
人
々
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

死
者
の
家
の
門
口
で
彼
を
迎
え
る
。

　
次
に
丁
巴
什
羅
の
た
め
に
除
稜
、
洗
稜
が
行
わ
れ
る
。
一
人
の
東
巴
が
彼
の
人
形
の
頭
を
と
か
し
、
酒
と
飯
を
供
え
る
。
こ
れ
は
丁
巴
什

羅
に

食
物
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
時
経
典
「
食
物
の
由
來
」
が
朗
請
さ
れ
、
彼
は
家
に
戻
る
。
た
だ
ち
に
什
羅
の
像

を
竹
製
の
神
房
に
入
れ
る
。
戦
神
に
食
事
を
献
げ
て
、
＃
に
封
し
て
上
方
に
鎭
座
し
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い
、
綿
羊
を
殺
し
て
供
犠
を
行
い
、

そ
の
肝
臓
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
「
戦
神
に
食
物
を
献
げ
、
綿
羊
を
殺
し
て
肝
で
占
ト
す
る
」
と
い
う
題
の
脛
典
が
朗
諦
さ
れ
る
。
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経
典

「
什
羅
を
祭
り
、
祠
燈
を
と
も
す
」
が
朗
諦
さ
れ
、
東
巴
達
は
祠
燈
の
ま
わ
り
を
三
回
回
る
。
纏
典
「
什
羅
乗
宗
」
「
色
肯
多
桑
」

が
朗
諦
さ
れ
、
丁
巴
什
羅
の
蹟
罪
が
行
わ
れ
る
。
丁
巴
什
羅
の
法
要
が
な
さ
れ
、
経
典
「
廉
羅
昌
」
が
朗
請
さ
れ
る
。
こ
の
経
書
は
上
・
中
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

下

の
1
1
1
g
e
に
分
か
れ
て
い
る
。
少
し
休
息
し
て
か
ら
、
丁
巴
什
羅
を
祭
る
経
典
が
朗
諦
さ
れ
る
。

　
二

日
目
の
早
朝
、
丁
巴
什
羅
は
神
路
を
開
く
。
ま
ず
汚
れ
た
鬼
霊
を
追
い
佛
う
。
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
「
祠
路
圖
」
の
鬼
霞
の
領
域
に
撒
か
れ

る
。
九
つ
の
黒
山
を
守
る
鬼
露
に
食
物
を
與
え
、
九
つ
の
黒
山
を
取
り
除
く
。
つ
ま
り
、
黒
山
を
守
る
人
形
を
刀
で
切
り
倒
す
の
で
あ
る
。

一
部
の
東
巴
が
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
い
、
他
の
東
巴
が
こ
れ
に
關
す
る
経
典
を
朗
諦
す
る
。
東
巴
は
「
毒
剣
魔
樹
の
由
來
」
を
朗
調
し
、
刀

で

「
神
路
圖
」
に
置
か
れ
た
銅
の
柄
杓
を
た
た
き
、
柄
杓
の
上
に
牛
頭
の
人
形
を
持
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
柄
杓
を
た
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
魂

を
送
る
権
の
門
が
開
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
で
丁
巴
什
羅
の
魂
は
鬼
露
に
捕
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
督
」
が
立
て
ら
れ
、
経
典

F輪
廻
の
由
來
」
「
金
空
建
」
（
音
謹
）
が
朗
請
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
獄
の
十
八
層
が
打
ち
破
ら
れ
て
、
地
獄
の
鬼
霞
へ
の
償
い
が
な

さ
れ
る
。
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
が
撒
か
れ
て
そ
れ
に
關
す
る
経
典
が
朗
請
さ
れ
る
。
地
獄
の
鬼
露
、
人
類
の
大
地
上
の
鬼
霊
巫
に
封
す
る
償
い
を
す

る
。
黒
飯
、
黄
飯
を
使
っ
て
鬼
璽
の
食
事
を
献
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
典
「
勢
桑
近
金
」
「
拉
龍
茨
沖
卒
」
等
が
朗
請
さ
れ
て
、
そ
し

て

r什
羅
を
祭
り
、
神
路
を
開
く
」
「
女
祠
の
十
三
界
を
開
く
」
も
朗
諦
さ
れ
る
。

　
丁
巴

什
羅
の
魂
を
迭
り
、
そ
の
書
像
及
び
「
金
空
」
と
呼
ば
れ
る
圖
が
火
中
で
燃
や
さ
れ
る
。
そ
し
て
東
巴
は
五
幅
冠
と
衣
服
を
脱
ぐ
。

　
F
請
盧
祠
」
が
朗
請
さ
れ
、
東
巴
は
跳
祠
を
行
い
、
纏
典
「
析
賜
祠
威
」
「
析
賜
幅
澤
」
を
朗
請
す
る
。
こ
の
時
大
東
巴
が
法
帽
を
か
ぶ
り
、

法
衣

を
身
に
付
け
、
高
所
に
す
わ
っ
て
紳
米
を
撒
く
。
弟
子
達
は
板
鈴
等
を
使
い
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
踊
る
。
諸
祠
に
向
っ
て
食
物
を
捧
げ
て
、

＃
々
を
迭
る
。

　
次
に
孝
子
が
皮
袋
を
背
負
い
、
前
に
一
人
の
者
が
彼
を
案
内
し
て
、
後
の
者
が
彼
を
追
い
立
て
る
。
こ
の
所
作
は
、
遠
く
か
ら
來
た
孝
行

息
子
が

親
の
喪
儀
に
か
け
つ
け
る
と
こ
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
孝
子
奔
喪
」
と
い
う
書
が
朗
請
さ
れ
、
焼
天
香
が
行
わ
れ
る
。
雷
巫
が

（163）



火
葬
場
に
着
い
て
か
ら
、
東
巴
は
弓
、
矢
を
取
っ
て
五
方
に
狙
い
を
定
め
、
五
方
の
鬼
露
を
射
る
。
柴
で
遺
膿
を
焼
き
、
東
巴
は
脛
典
「
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

の

來
歴
」
を
朗
諦
し
、
呪
文
を
唱
え
る
。

　
こ
の
儀
禮
に
お
い
て
は
、
丁
巴
什
羅
の
誕
生
か
ら
、
そ
の
死
後
弟
子
達
が
彼
を
毒
鬼
か
ら
救
い
出
し
、
安
寧
へ
と
導
く
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
儀
禮
で
は
丁
巴
什
羅
に
殺
さ
れ
た
女
鬼
の
可
庶
焉
の
露
が
鎭
塵
さ
れ
る
が
、
彼
女
は
本
稿
で
考
察
し
た
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
神

話
に
お
い
て
、
下
記
の
よ
う
な
意
味
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
可
庶
薦
は
地
上
で
人
聞
を
食
べ
、
病
氣
、
災
難
を
起
こ
し
、

三
百
六
十
の
鬼
露
も
彼
女
に
協
力
す
る
。
地
上
に
は
人
類
、
動
物
の
安
息
の
場
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
人
類
は
丁
巴
什
羅
に
救
い
を
求
め
、

地
上
に

降
臨
す
る
こ
と
を
願
う
。
彼
は
神
々
と
相
談
し
て
降
臨
を
承
諾
す
る
。
彼
は
神
々
か
ら
女
鬼
鎭
塵
の
た
め
に
必
要
な
＃
具
、
経
典
等

を
與
え
ら
れ
、
太
陽
、
月
、
星
、
雲
の
聞
を
通
過
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
住
ん
で
い
た
東
巴
を
從
え
て
地
上
に
降
臨
す
る
。
什
羅
は
可

庶
璃
と
結
婚
し
た
が
、
策
略
を
用
い
て
彼
女
を
殺
害
し
三
百
六
十
の
鬼
需
巫
も
殺
す
。
た
だ
小
鬼
の
み
は
殺
さ
な
か
っ
た
の
で
、
鬼
雷
巫
は
再
び

地
上
に

繁
殖
し
て
い
く
。
つ
ま
り
人
類
の
側
か
ら
見
て
、
丁
巴
什
羅
に
よ
る
可
庶
焉
殺
害
ま
で
は
、
地
上
は
全
く
無
秩
序
の
状
態
で
あ
っ
た
。

し
か
し
彼
女
の
死
後
、
鬼
需
巫
も
鎭
厭
土
さ
れ
、
人
類
、
動
植
物
も
卒
和
、
安
寧
を
得
て
新
た
な
秩
序
を
回
復
す
る
。
つ
ま
り
「
祠
話
に
お
け
る

時
代
認
識
」
と
い
う
観
鮎
か
ら
可
庶
焉
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　
ま
た
彼
女
の
死
後
丁
巴
什
羅
は
最
初
の
巫
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
と
し
て
鬼
露
を
鎭
塵
し
、
人
々
の
魂
を
祀
先
の
地
に
導
く
と
い
う
役
割
を
果

た
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
死
後
そ
の
役
割
は
三
人
の
弟
子
と
三
百
六
十
人
の
東
巴
に
受
け
纏
が
れ
、
そ
れ
が
東
巴
教
の
成
立
に
つ
な
が

る
。
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
儀
禮
は
以
上
の
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の

如

v
、
本
稿
で
は
ナ
シ
族
の
東
巴
教
の
開
祀
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
R
話
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ナ
シ
族
に
は
数
多
く
の
祠
話
が
傳

承

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
話
に
は
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
ナ
シ
族
は
歴
史
的
に
見
て
、
後
漢
代
の
西

莞
の

後
商
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
に
は
ナ
シ
族
の
⊥
土
要
居
住
地
域
は
吐
蕃
の
支
配
下
に
あ
り
、
こ
の
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
で
あ
る

ボ

ン

教
が
布
教

さ
れ
て
、
ナ
シ
族
の
東
巴
教
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
丁
巴
什
羅
の
祠
話
の
最
初
の
部
分
に
見
ら
れ
る
「
卵
生
祠
話
」

「
筒
白
忌
黒
」
の
観
念
は
、
ボ
ン
教
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
明
代
の
木
氏
土
司
の
政
策
か
ら
も
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
影
響
が
ナ
シ
族
の
杜
會
、

文
化
に
深
く
浸
透
し
た
。
丁
巴
什
羅
と
ラ
マ
僧
と
の
孚
い
、
丁
巴
什
羅
の
彌
勒
佛
へ
の
敗
北
等
か
ら
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
封
立
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
の
中
で
も
、
ナ
シ
族
の
祠
話
が
他
種
族
に
比
し
て
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響

が
大

き
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　
ま
た
こ
の
神
話
で
は
、
丁
巴
什
羅
は
神
々
に
よ
っ
て
人
類
救
濟
の
た
め
に
女
鬼
・
鬼
璽
の
征
討
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
彼
は

女
鬼
・
鬼
露
を
鎭
塵
し
て
最
初
の
巫
師
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
職
務
は
弟
子
で
あ
る
東
巴
に
纏
承
さ
れ
る
。
こ

の

こ
と
か
ら
東
巴
教
の
成
立
に
至
る
こ
と
を
こ
の
紳
話
は
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ナ
シ
族
の
祠
話
に
お
い
て
丁
巴
什
羅
は
人
聞
界
と
龍
の
支
配
す
る
自
然
界
と
の
聞
を
調
停
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
鮎
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

付

け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
ナ
シ
族
の
冠
會
に
廣
く
見
ら
れ
る
白
石
祠
の
信
仰
・
丁
巴
什
羅
の
左
脇
か
ら
の
誕
生
の
問
題
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。
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献
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楊
幅
泉

『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
聯
l
m
頁
。
白
庚
勝
『
同
上
』
㎜
1
蹴
頁
。

祠
話
の
内
容
に
關
し
て
は
注
（
9
）
参
照
。
な
お
本
文
中
の
「
父
子
連
名
制
」
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
芳
郎
氏
、
竹
村
卓
二
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

楊
幅
泉

『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
邸
－
踊
頁
。
光
鴬
督
『
ボ
ン
教
學
統
の
研
究
』
田
頁
。

こ
の
白
編
幅
は
、
「
白
幅
輻
取
経
記
」
と
い
う
経
典
に
登
場
す
る
。
天
地
の
聞
で
男
女
に
病
氣
の
痛
み
が
起
こ
り
、
白
編
幅
が
使
者
と
し
て
天
上
に
派

遣

さ
れ
、
女
神
の
も
と
に
占
ト
の
技
術
を
學
び
に
行
っ
た
。
白
編
幅
は
幾
多
の
曲
折
を
経
て
、
人
類
に
敷
種
類
の
占
ト
の
技
術
を
も
た
ら
し
た
。
文

阿
干

『
東
巴
神
話
與
東
巴
舞
踏
』
雲
南
人
民
出
版
杜
2
－
2
1
頁
、
一
九
八
四
年
。

物
語
に
つ
い
て
は
注
（
1
0
）
参
照
。

物
語
に
つ
い
て
は
注
（
1
1
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照
。
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鬼
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八
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照
。

な
お
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
神
話
に
登
場
す
る
禧
々
、
精
露
、
鬼
霞
は
ナ
シ
族
の
他
の
神
話
の
も
の
と
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
丁
巴
什
羅
は
ナ
シ
族

の

祠
話
の
中
で
最
も
有
名
で
あ
り
、
ナ
シ
族
は
ほ
ぼ
全
員
が
そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
人
類
遷
徒
記
」
に
は
登
場
し
な
い
。
本
文
で

も
紹
介
し
た
が
、
丁
巴
什
羅
と
父
方
の
祀
先
、
母
方
の
祀
先
の
系
譜
は
「
人
類
遷
徒
記
」
の
主
人
公
出
示
忍
利
恩
誕
生
ま
で
の
系
譜
と
一
致
し
な
い
。

丁
巴
什
羅
が
ナ
シ
族
の
神
々
と
別
系
統
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
藪
々
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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R
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史
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『
ボ

ン

教
學
統
の
研
究
』
頂
、
田
頁
。

楊
幅
泉
『
同
上
』
研
ー
皿
頁
。
趙
心
患
『
納
西
族
與
藏
族
關
係
史
』
四
川
出
版
學
團
・
四
川
人
民
出
版
杜
狙
ー
㎜
頁
、
二
〇
〇
四
年
。

楊
幅
泉
『
同
上
』
鵬
ー
皿
頁
。

楊

幅
泉
『
同
上
』
踊
頁
、
林
向
粛
「
“
東
巴
教
本
是
鉢
教
的
一
支
”
辮
」
「
納
西
學
論
集
』
民
族
出
版
杜
皿
ー
皿
頁
、
二
〇
＝
二
年
。
白
庚
勝
『
東
巴

神
話
研
究
』
脳
ー
捌
、
細
－
間
頁
。
趙
心
患
『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
9
、
脳
頁
。

楊
幅
泉

『同
上
』
皿
頁
。

白
庚
勝
『
東
巴
神
話
研
究
』
劉
－
却
頁
．

楊
幅
泉
『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
燗
－
珊
頁
。

．
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楊
幅
泉
『
同
上
』
4
7
頁
。
「
東
術
争
戦
記
」
中
共
麗
江
地
委
宣
伝
部
編
『
納
西
族
民
聞
故
事
選
』
㎜
1
鴎
頁
。

楊
幅
泉
『
同
上
』
4
7
…
5
5
頁
。

土

司
と
は
中
國
王
朝
が
少
藪
民
族
を
統
治
す
る
た
め
に
官
僚
に
任
命
し
た
當
該
民
族
出
身
の
土
酋
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
土
酋
は
土
司
、
土
官
と
稻

さ
れ
後
に
土
司
と
線
稻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
白
鳥
芳
郎
「
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
椎
力
構
造
形
成
の
基
盤
」
「
華
南
文
化
史
研
究
』
六
興

出
版
杜
珊
頁
、
一
九
八
五
年
。
武
内
房
司
「
西
南
少
藪
民
族
」
『
明
清
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
所
敗
脳
頁
、
一
九
九
七
年
。

山
田
勅
之
『
雲
南
ナ
シ
族
政
椎
の
歴
史
ー
中
華
と
チ
ベ
ッ
ト
の
狭
聞
で
ー
』
慶
友
杜
1
5
頁
、
二
〇
一
一
年
o

楊
幅
泉
『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
9
7
頁
。

楊
幅
泉
『
同
上
』
姐
頁
。
山
田
救
之
『
雲
南
ナ
シ
族
政
権
の
歴
史
』
皿
頁
。

呂
大
吉
線
圭
編
、
何
耀
華
副
縛
主
編
『
中
國
原
始
宗
教
資
料
叢
編
（
「
納
西
族
巻
」
（
和
志
武
・
銭
安
靖
・
察
家
願
主
編
）
）
上
海
人
民
出
版
吐
梛
頁
、

一
九
九
三
年
。

李
森
燦

『
硫
些
研
究
論
文
集
』
國
立
故
宮
博
物
院
邪
ー
脳
頁
、
一
九
八
四
年
。

呂
大
吉
総
主
編
、
何
耀
華
副
纏
主
編
『
中
國
原
始
宗
教
資
料
叢
編
』
鵬
頁
。

呂
大
吉
線
主
編
、
何
耀
華
副
線
主
編
『
同
上
』
珊
頁
。

呂
大
吉
線
⊥
土
編
、
何
耀
華
副
線
主
編
『
同
上
』
蹴
頁
。

呂
大
吉
線
主
編
、
何
耀
華
副
線
⊥
土
編
珊
ー
珊
頁
。

呂
大
吉
線
圭
編
、
何
耀
華
副
線
圭
編
㎜
頁
。

「神
s
e
p
m
　
J
　
（
I
－
I
a
　
z
h
i
　
p
i
）
は
葬
送
儀
禮
に
用
い
ら
れ
る
檜
㊨
で
あ
り
、
棺
の
前
で
廣
げ
ら
れ
る
。
こ
の
檜
巻
は
約
4
0
フ
ィ
ー
ト
の
も
の
で
あ
り
、
北

東
の
方
向
に
向
っ
て
棺
と
卒
行
に
廣
”
“
t
A
f
i
S
g
）
　
“
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呂
大
吉
線
主
編
、
何
耀
華
副
線
主
編
「
中
國
原
始
宗
教
資
料
叢
編
』
棚
頁
。

呂
大
吉
線
主
編
、
何
耀
華
副
線
主
編
『
同
上
』
別
頁
。

呂
大
吉
縛
圭
編
、
何
耀
華
副
線
主
編
『
同
上
』
加
ー
皿
頁
。

呂
大
吉
線
圭
編
、
何
耀
華
副
線
⊥
土
編
『
同
上
』
別
ー
盟
頁
。

呂
大
吉
線
圭
編
、
何
耀
華
副
線
⊥
土
編
『
同
上
』
盟
頁
。
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（
4
9
）
東
巴
文
化
研
究
所
編
課
「
祭
署
・
神
鵬
與
署
争
聞
的
故
事
」
皿
ー
皿
頁
。
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